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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウン
リンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受信することと、
　前記ダウンリンク送信構成に従って前記送信ダイバーシティダウンリンク送信モードに
基づいてダウンリンク通信を構成することと、
　前記送信ダイバーシティ送信モードに基づいてポイントツーマルチプル（ＰＴＭ）ダウ
ンリンク送信を介してサービスを受信することと、ここにおいて、前記ＵＥは、同じサブ
フレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）に基づく物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）とグループ無線ネットワーク一時識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の両方の同時受信をサポートする
ように構成される、
　を備える、方法。
【請求項２】
　共通探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられている、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＵＥ固有探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
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ＣＣＨ）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられている、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送
信構成を受信することと、
　前記ダウンリンク送信構成に従って前記複数のダウンリンク送信モードのうちの前記１
つに基づいてダウンリンク通信を構成することと、
　サービスに合う前記複数のダウンリンク送信モードのうちの前記１つに基づいてポイン
トツーマルチプル（ＰＴＭ）送信を介して前記サービスを受信することと、ここにおいて
、前記ＵＥは、同じサブフレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）またはグループ無線ネットワーク
一時識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）に基づくＰＤＳＣＨのいずれかの受信をサポートするように
構成される、
　を備える、方法。
【請求項５】
　ネットワークに前記ＵＥのダウンリンク送信モード可能性を報告することをさらに備え
、ここにおいて、前記報告されたダウンリンク送信モード可能性が、前記複数のダウンリ
ンク送信モードのうちの１つで前記ＰＴＭ送信を構成するために使用される、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記報告することが、
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記ネットワークに示すように構成されたアプリ
ケーションサーバ（ＡＳ）に前記ＵＥが最初に接続したとき、前記ＡＳに前記ダウンリン
ク送信モード可能性を報告することを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記報告することが、
　前記ＵＥが前記ＰＴＭ送信を受信するように決定すると、前記基地局に前記ダウンリン
ク送信モード可能性を報告するために基地局との接続モードに入ることを含み、
　ここにおいて、前記ＵＥが、前記ダウンリンク送信モード可能性を報告した後、アイド
ルモードに入って前記ＰＴＭ送信を受信する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥは、ＰＴＭ送信用のランクに基づいて、前記ＰＴＭ送信を介して前記サービス
を受信する、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視するために、前記Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能なサブフレームにつ
いての情報を受信することをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ｇ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＧ－ＲＮＴＩであり、前記
Ｃ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＣ－ＲＮＴＩである、請求項４に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥが前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視されるべき前記サブフレームに関する情報を受信し
た場合、前記ＵＥは、Ｃ－ＲＮＴＩまたは半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＣ－Ｒ
ＮＴＩを監視せずに、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つ
を監視し、前記ＵＥが前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視されるべき前記サブフレームに関する情報
を受信しない場合、前記ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少な
くとも１つと、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つとを監
視する、請求項４に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記ＵＥが、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つと、Ｃ
－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つとを監視した後、Ｇ－Ｒ
ＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを有する物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を検出した場合、前記ＵＥは、前記サブフレーム内のＣ－ＲＮ
ＴＩおよびＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視することを止める、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥは、同じサブフレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）とグループ無線ネットワーク一時
識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）に基づくＰＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートするように構成
される、請求項４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、「ＳＵＰＰＯ
ＲＴ　ＯＦ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ　ＭＯＤＥ　ＡＮＤ　ＩＭＰＡＣＴ　ＯＮ　ＰＤ
ＣＣＨ　ＢＬＩＮＤ　ＤＥＣＯＤＥＳ　ＯＦ　ＰＴＭ（ＰＯＩＮＴ－ＴＯ－ＭＵＬＴＩＰ
ＯＩＮＴ）ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ」と題し、２０１５年１月３０日に出願された、中
国ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１５／０７１９１１号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、ポイントツーマルチポ
イント送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。通
常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって複
数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を採用する場合がある。そ
のような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムが含まれ
る。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格において採用されてきた。例示的な電気通信規格は、ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト
（３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンズシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格に対する拡張のセットである。ＬＴＥは、ダウ
ンリンク上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用して、ス
ペクトル効率を改善すること、コストを下げること、およびサービスを改善すること、な
らびに多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を介して、モバイルブロードバンドアクセ
スをサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセ
スに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術におけるさらなる改善に対する必要
姓がある。これらの改善は、他の多元接続技術、およびこれらの技術を採用する電気通信
規格にも適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]ポイントツーマルチポイント送信は、最近、基地局がポイントツーマルチポイン
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ト送信を使用して複数のユーザ機器にデータを送るための方法を提供するために開発され
た。ポイントツーマルチポイント送信手法を改善するために、様々な態様が改善されるべ
きである。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下では、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様
の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての考えられる態様の包括的な概説で
はなく、すべての態様の主要または重要な要素を識別することも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めることも意図していない。その唯一の目的は、後に提示されるより詳
細な説明の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示
することである。
【０００７】
　[0007]ネットワークが複数のユーザ機器（ＵＥ）にポイントツーマルチポイント（ＰＴ
Ｍ）送信を送る場合、ＰＴＭ送信には様々な改善が必要である。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される。
装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのう
ちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受信する
。ＵＥは、ダウンリンク送信構成に従って送信ダイバーシティダウンリンク送信モードに
基づいてダウンリンク通信を構成し、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダ
ウンリンク送信を介してサービスを受信する。
【０００９】
　[0009]別の態様では、装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ネットワークから、複数のダウ
ンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを示すダウンリ
ンク送信構成を受信するための手段を含む。ＵＥは、ダウンリンク送信構成に従って送信
ダイバーシティダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通信を構成するための手
段を含む。ＵＥは、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダウンリンク送信を
介してサービスを受信するための手段を含む。
【００１０】
　[0010]別の態様では、装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセ
ッサとを含むＵＥであり得る。少なくとも１つのプロセッサは、ネットワークから、複数
のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを示すダ
ウンリンク送信構成を受信することと、ダウンリンク送信構成に従って送信ダイバーシテ
ィダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通信を構成することと、送信ダイバー
シティ送信モードに基づいてポイントツーマルチプル（ＰＴＭ）ダウンリンク送信を介し
てサービスを受信することとを行うように構成される。
【００１１】
　[0011]別の態様では、ＵＥ用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可
読媒体は、ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシテ
ィダウンリンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受信することと、ダウンリンク
送信構成に従って送信ダイバーシティダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通
信を構成することと、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダウンリンク送信
を介してサービスを受信することとを行うコードを含む。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードの
うちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信する。ＵＥは、ダウンリンク送信構成に従
って複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてダウンリンク通信を構成し、
サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介し
てサービスを受信する。
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【００１３】
　[0013]別の態様では、装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ネットワークから、複数のダウ
ンリンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信するための手段を含
む。ＵＥは、ダウンリンク送信構成に従って複数のダウンリンク送信モードのうちの１つ
に基づいてダウンリンク通信を構成するための手段を含む。ＵＥは、サービスに合う複数
のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してサービスを受信す
るための手段を含む。
【００１４】
　[0014]別の態様では、装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセ
ッサとを含むＵＥであり得る。少なくとも１つのプロセッサは、ネットワークから、複数
のダウンリンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信することと、
ダウンリンク送信構成に従って複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてダ
ウンリンク通信を構成することと、サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうち
の１つに基づいてＰＴＭ送信を介してサービスを受信することとを行うように構成される
。
【００１５】
　[0015]別の態様では、ＵＥ用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可
読媒体は、ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを示すダウン
リンク送信構成を受信することと、ダウンリンク送信構成に従って複数のダウンリンク送
信モードのうちの１つに基づいてダウンリンク通信を構成することと、サービスに合う複
数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してサービスを受信
することとを行うコードを含む。
【００１６】
　[0016]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置は基地局であり得る。基地局は、ＰＴＭ送信を介するサービスのために複数のダウ
ンリンク送信モードのうちの１つを決定し、サービスに合う複数のダウンリンク送信モー
ドのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してＵＥにサービスを送信する。
【００１７】
　[0017]別の態様では、装置は基地局であり得る。基地局は、ＰＴＭ送信を介するサービ
スのために複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを決定するための手段を含む。基
地局は、サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送
信を介してＵＥにサービスを送信するための手段を含む。
【００１８】
　[0018]別の態様では、装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセ
ッサとを含むＵＥであり得る。少なくとも１つのプロセッサは、ＰＴＭ送信を介するサー
ビスのために複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを決定することと、サービスに
合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してＵＥにサ
ービスを送信することとを行うように構成される。
【００１９】
　[0019]別の態様では、ＵＥ用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可
読媒体は、ＰＴＭ送信を介するサービスのために複数のダウンリンク送信モードのうちの
１つを決定することと、サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基
づいてＰＴＭ送信を介してＵＥにサービスを送信することとを行うコードを含む。
【００２０】
　[0020]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に記載され、特に特許請求の範囲内で指摘される特徴を備える。以下の説明および添付
の図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。しかしな
がら、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいく
つかを示すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含
むものとする。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】[0021]ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの一例を示す図。
【図２Ａ】[0022]ＤＬフレーム構造のＬＴＥの例を示す図。
【図２Ｂ】ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥの例を示す図。
【図２Ｃ】ＵＬフレーム構造のＬＴＥの例を示す図。
【図２Ｄ】ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥの例を示す図。
【図３】[0023]アクセスネットワーク内の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（
ＵＥ）の一例を示す図。
【図４Ａ】[0024]アクセスネットワーク内のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワークエリアの一例を示す図。
【図４Ｂ】[0025]マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク内の発展型マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスチャネル構成の一例を示す図。
【図４Ｃ】[0026]マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）スケジューリング情報（ＭＳＩ）媒
体アクセス制御の制御要素のフォーマットを示す図。
【図５Ａ】[0027]本開示の第１の手法を示す例示的な図。
【図５Ｂ】[0028]本開示の第２の手法を示す例示的な図。
【図６】[0029]本開示の第１の手法による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図７】[0030]例示的な装置内の様々な手段／構成要素間のデータフローを示す概念デー
タフロー図。
【図８】[0031]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図９】[0032]本開示の第２の手法による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１０Ａ】[0033]図９のフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフローチ
ャート。
【図１０Ｂ】[0034]図９のフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフローチ
ャート。
【図１１Ａ】[0035]図９のフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフローチ
ャート。
【図１１Ｂ】[0036]図９のフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフローチ
ャート。
【図１２】[0037]例示的な装置内の様々な手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１３】[0038]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１４Ａ】[0039]本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１４Ｂ】[0040]図１４Ａのフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフロ
ーチャート。
【図１５Ａ】[0041]図１４Ａのフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフロ
ーチャート。
【図１５Ｂ】[0042]図１４Ａのフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフロ
ーチャート。
【図１６】[0043]例示的な装置内の様々な手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１７】[0044]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0045]添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書に記載される概念が実践され得る構成のみを表すもので
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はない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を提供する目的で、具体
的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践され得
ることは、当業者に明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にすること
を回避するために、よく知られている構造および構成要素がブロック図の形態で示される
。
【００２３】
　[0046]次に、様々な装置および方法を参照して、電気通信システムのいくつかの態様が
提示される。これらの装置および方法は、以下の発明を実施するための形態に記載され、
（「要素」と総称される）様々なブロック、構成要素、回路、プロセス、アルゴリズムな
どによって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装される場合がある。そのような
要素がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、特
定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００２４】
　[0047]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」として実装される場合がある。プロセッ
サの例には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス処理ユニット
（ＧＰＵ）、中央処理装置（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システ
ムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個
別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって記載される様々な機能を実施するよう
に構成された他の適切なハードウェアが含まれる。処理システム内の１つまたは複数のプ
ロセッサは、ソフトウェアを実行することができる。ソフトウェアは、ソフトウェア、フ
ァームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかか
わらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム
、サブプログラム、ソフトウェア構成要素、アプリケーション、ソフトウェアアプリケー
ション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイ
ル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈されるべきである
。
【００２５】
　[0048]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、記載される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せに実装される場合がある。ソフト
ウェアに実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコン
ピュータ可読媒体上の１つもしくは複数の命令もしくはコードとして符号化される場合が
ある。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光
ディスクストレージ、磁気ディスクストレージ、他の磁気ストレージデバイス、上述され
たタイプのコンピュータ可読媒体の組合せ、またはコンピュータによってアクセスされ得
る、命令もしくはデータ構造の形態のコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用
され得る任意の他の媒体を備えることができる。
【００２６】
　[0049]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の一例を示
す図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とも呼ばれる）ワイヤ
レス通信システムは、基地局１０２と、ＵＥ１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１
６０とを含む。基地局１０２は、マクロセル（高出力セルラー基地局）および／またはス
モールセル（低出力セルラー基地局）を含む場合がある。マクロセルには、ｅＮＢが含ま
れる。スモールセルには、フェムトセル、ピコセル、およびミクロセルが含まれる。
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【００２７】
　[0050]（発展型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）
地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と総称される）基地局１０２は、バ
ックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インターフェース）を通してＥＰＣ１６０とイ
ンターフェースする。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能：ユーザデータの
転送、無線チャネルの暗号化および解読、完全性保護、ヘッダ圧縮、モビリティ制御機能
（たとえば、ハンドオーバ、デュアル接続性）、セル間干渉協調、接続セットアップおよ
び解放、負荷分散、非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージ用の分散、ＮＡＳノード選択、同
期、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）共有、マルチメディアブロードキャストマルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ）、加入者および機器のトレース、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ
）、ページング、測位、ならびに警告メッセージの配信のうちの１つまたは複数を実施す
ることができる。基地局１０２は、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インター
フェース）を介して互いと、直接的または（たとえば、ＥＰＣ１６０を通して）間接的に
通信することができる。バックホールリンク１３４は、有線またはワイヤレスであり得る
。
【００２８】
　[0051]基地局１０２は、ＵＥ１０４とワイヤレスに通信することができる。基地局１０
２の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カバレージを提供すること
ができる。重複する地理的カバレージエリア１１０が存在する場合がある。たとえば、ス
モールセル１０２’は、１つまたは複数のマクロ基地局１０２のカバレージエリア１１０
と重複するカバレージエリア１１０’を有する場合がある。スモールセルとマクロセルの
両方を含むネットワークは、異種ネットワークとして知られる場合がある。異種ネットワ
ークは、限定加入者グループ（ＣＳＧ）として知られる限定されたグループにサービスを
提供することができるホーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を含む場合もある。
基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基地局１０２へ
の（逆方向リンクとも呼ばれる）アップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０
２からＵＥ１０４への（順方向リンクとも呼ばれる）ダウンリンク（ＤＬ）送信を含む場
合がある。通信リンク１２０は、空間多重化、ビームフォーミング、および／または送信
ダイバーシティを含むＭＩＭＯアンテナ技術を使用することができる。通信リンクは、１
つまたは複数のキャリアを通る場合がある。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向に送信
するために使用される合計ＹｘＭＨｚ（ｘ個のコンポーネントキャリア）までのキャリア
アグリゲーションにおいて割り振られた、キャリア当たりＹＭＨｚ（たとえば、５、１０
、１５、２０ＭＨｚ）までの帯域幅のスペクトルを使用することができる。キャリアは、
互いに隣接する場合も隣接しない場合もある。キャリアの割振りは、ＤＬおよびＵＬに対
して非対称であり得る（たとえば、ＵＬよりも多いかまたは少ないキャリアがＤＬに割り
振られる場合がある）。コンポーネントキャリアは、１次コンポーネントキャリアと、１
つまたは複数の２次コンポーネントキャリアとを含む場合がある。１次コンポーネントキ
ャリアは１次セル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれる場合があり、２次コンポーネントキャリアは
２次セル（ＳＣｅｌｌ）と呼ばれる場合がある。
【００２９】
　[0052]ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚ無認可周波数スペクトル内の通信リンク１
５４を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ステーション（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ
－Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５０をさらに含む場合がある。無認可周波数スペクト
ル内で通信しているとき、ＳＴＡ１５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能かどうかを
決定するために、通信より前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実施することが
できる。
【００３０】
　[0053]スモールセル１０２’は、認可周波数スペクトルおよび／または無認可周波数ス
ペクトル内で動作することができる。無認可周波数スペクトル内で動作するとき、スモー
ルセル１０２’は、ＬＴＥを採用し、Ｗｉ－ＦｉＡＰ１５０によって使用されるのと同じ
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５ＧＨｚ無認可周波数スペクトルを使用することができる。スモールセル１０２’は、無
認可周波数スペクトル内でＬＴＥを採用すると、アクセスネットワークに対するカバレー
ジを高め、および／またはアクセスネットワークの容量を増やすことができる。無認可ス
ペクトル内のＬＴＥは、ＬＴＥ無認可（ＬＴＥ－Ｕ）、認可補助アクセス（ＬＡＡ）、ま
たはＭｕＬＴＥｆｉｒｅと呼ばれる場合がある。
【００３１】
　[0054]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２と、他のＭＭＥ
１６４と、サービングゲートウェイ１６６と、マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８と、ブロードキャストマルチキャストサ
ービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）１７０と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウ
ェイ１７２とを含む場合がある。ＭＭＥ１６２は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４
と通信している場合がある。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナ
リングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１６２は、ベアラと接続管理とを提
供する。すべてのユーザのインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、サービングゲ
ートウェイ１６６を通して転送され、サービングゲートウェイ１６６自体は、ＰＤＮゲー
トウェイ１７２に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１７２は、ＵＥのＩＰアドレス割振り
ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、Ｉ
Ｐサービス１７６に接続される。ＩＰサービス１７６は、インターネット、イントラネッ
ト、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ
）、および／または他のＩＰサービスを含む場合がある。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳ
ユーザサービスのプロビジョニングおよび配信のための機能を提供することができる。Ｂ
Ｍ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして
働く場合があり、公的地域モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）内のＭＢＭＳベアラサービ
スを認可および開始するために使用される場合があり、ＭＢＭＳ送信をスケジュールする
ために使用される場合がある。ＭＢＭＳゲートウェイ１６８は、特定のサービスをブロー
ドキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）
エリアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用される場合が
あり、セッション管理（開始／停止）、およびｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集すること
に関与する場合がある。
【００３２】
　[0055]基地局は、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、トランシ
ーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または他の何らかの適切な用語で呼ばれる場
合もある。基地局１０２は、ＵＥ１０４にＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを提供する
。ＵＥ１０４の例には、携帯電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ
）フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マ
ルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ
３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブルデバイ
ス、または任意の他の同様の機能デバイスが含まれる。ＵＥ１０４は、ステーション、移
動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユ
ニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデ
バイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端
末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または
他の何らかの適切な用語で呼ばれる場合もある。
【００３３】
　[0056]再び図１を参照すると、いくつかの態様では、ＵＥ１０４／ｅＮＢ１０２は、Ｕ
Ｅ１０４に対応するサービスを提供するために、ある特定の送信モードを設定して、ｅＮ
Ｂ１０２からＵＥ１０４へのポイントツーマルチポイント送信を通信するように構成され
る場合がある（１９８）。
【００３４】
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　[0057]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図２００である。図２
Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２３０である。図２
Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図２５０である。図２Ｄは、ＬＴＥ
におけるＵＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２８０である。他のワイヤレス通
信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有する場合がある。ＬＴ
Ｅでは、フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割される場
合がある。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含む場合がある。リソー
スグリッドは、２つのタイムスロットを表すために使用される場合があり、各タイムスロ
ットは、１つまたは複数の（物理ＲＢ（ＰＲＢ）とも呼ばれる）時間並列リソースブロッ
ク（ＲＢ）を含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素（ＲＥ）に分割される。Ｌ
ＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計８４個のＲＥに対
して、周波数領域内に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域内に７個の
連続するシンボル（ＤＬの場合、ＯＦＤＭシンボル、ＵＬの場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ル）を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計７２個のＲＥ
に対して、周波数領域内に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域内に６
個の連続するシンボルを含んでいる。各ＲＥによって搬送されるビット数は、変調方式に
依存する。
【００３５】
　[0058]図２Ａに示されたように、ＲＥのうちのいくつかは、ＵＥにおけるチャネル推定
用のＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（時々共通
ＲＳとも呼ばれる）セル固有基準信号（ＣＲＳ）と、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）と
、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とを含む場合がある。図２Ａは、（それぞ
れ、Ｒ0、Ｒ1、Ｒ2、およびＲ3と示された）アンテナポート０、１、２、および３向けの
ＣＲＳと、（Ｒ5と示された）アンテナポート５向けのＵＥ－ＲＳと、（Ｒと示された）
アンテナポート１５向けのＣＳＩ－ＲＳとを示す。図２Ｂは、フレームのＤＬサブフレー
ム内の様々なチャネルの一例を示す。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣ
ＦＩＣＨ）はスロット０のシンボル０内にあり、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）が１つのシンボルを占有するか、２つのシンボルを占有するか、または３つのシン
ボルを占有するかを示す制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは
、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを示す）。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の制御
チャネル要素（ＣＣＥ）内でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは９個
のＲＥグループ（ＲＥＧ）を含み、各ＲＥＧはＯＦＤＭシンボル内の４個の連続するＲＥ
を含む。ＵＥは、同様にＤＣＩを搬送するＵＥ固有拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構
成される場合がある。ｅＰＤＣＣＨは、２個、４個、または８個のＲＢペアを有する場合
がある（図２Ｂは２個のＲＢペアを示し、各サブセットは１個のＲＢペアを含む）。物理
ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）
もスロット０のシンボル０内にあり、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基
づいてＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡ
ＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬送する。１次同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサ
ブフレーム０および５内のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングと
物理レイヤ識別情報とを決定するためにＵＥによって使用される１次同期信号（ＰＳＳ）
を搬送する。２次同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内の
スロット０のシンボル５内にあり、物理レイヤセル識別グループ番号を決定するためにＵ
Ｅによって使用される２次同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイヤ識別情報および物
理レイヤセル識別グループ番号に基づいて、ＵＥは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を決定す
ることができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、前述されたＤＬ－ＲＳの位置を決定するこ
とができる。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）は、フレームのサブフレーム０
のスロット１のシンボル０、１、２、３内にあり、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を搬送
する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅内のＲＢの数と、ＰＨＩＣＨ構成と、システムフレ
ーム番号（ＳＦＮ）とを提供する。物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、ユ
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ーザデータと、システム情報ブロック（ＳＩＢ）などのＰＢＣＨを通して送信されないブ
ロードキャストシステム情報と、ページングメッセージとを搬送する。
【００３６】
　[0059]図２Ｃに示されたように、ＲＥのうちのいくつかは、ｅＮＢにおけるチャネル推
定用の復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは、サブフレームの最終シンボル内
でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をさらに送信することができる。ＳＲＳはコム構造
を有する場合があり、ＵＥはコムのうちの１つでＳＲＳを送信することができる。ＳＲＳ
は、ＵＬ上の周波数依存スケジューリングを可能にするために、チャネル品質推定にｅＮ
Ｂによって使用される場合がある。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム内の様々なチ
ャネルの一例を示す。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ＰＲＡＣＨ構成
に基づいてフレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内にあり得る。ＰＲＡＣＨは、サ
ブフレーム内の６個の連続するＲＢペアを含む場合がある。ＰＲＡＣＨにより、ＵＥが初
期システムアクセスを実施し、ＵＬ同期を実現することが可能になる。物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅の縁部に位置する場合がある。ＰＵ
ＣＣＨは、スケジューリング要求、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディ
ング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）、およびＨＡＲＱ　ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫフィードバックなどのアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送する。ＰＵＳ
ＣＨはデータを搬送し、バッファステータス報告（ＢＳＲ）、電力ヘッドルーム報告（Ｐ
ＨＲ）、および／またはＵＣＩを搬送するためにさらに使用される場合がある。
【００３７】
　[0060]図３は、アクセスネットワーク内でｅＮＢ３１０がＵＥ３５０と通信しているブ
ロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットがコントローラ／プロセッ
サ３７５に供給される場合がある。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ３および
レイヤ２の機能を実装する。レイヤ３は、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含み、レ
イヤ２は、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤと、無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤと、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを含む。コントローラ
／プロセッサ３７５は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）のブロードキャスト
、ＲＲＣ接続制御（たとえば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続修正
、およびＲＲＣ接続解放）、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティ、ならびにＵＥ測
定報告用の測定構成に関連付けられたＲＲＣレイヤ機能と、ヘッダ圧縮／解凍、セキュリ
ティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）、およびハンドオーバサポート機能に関
連付けられたＰＤＣＰレイヤ機能と、上位レイヤパケットデータユニット（ＰＤＵ）の転
送、ＡＲＱを介する誤り訂正、ＲＬＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）の連結、セグメ
ント化、およびリアセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメント化、ならびにＲＬＣデ
ータＰＤＵの並べ替えに関連付けられたＲＬＣレイヤ機能と、論理チャネルとトランスポ
ートチャネルとの間のマッピング、トランスポートブロック（ＴＢ）上へのＭＡＣ　ＳＤ
Ｕの多重化、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵの逆多重化、スケジューリング情報報告、ＨＡＲ
Ｑを介する誤り訂正、優先度処理、および論理チャネル優先順位付けに関連付けられたＭ
ＡＣレイヤ機能とを提供する。
【００３８】
　[0061]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な
信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能を実装する。物理（ＰＨＹ）レイヤを含む
レイヤ１は、トランスポートチャネル上の誤り検出と、トランスポートチャネルの前方誤
り訂正（ＦＥＣ）コーディング／復号と、インターリービングと、レートマッチングと、
物理チャネル上へのマッピングと、物理チャネルの変調／復調と、ＭＩＭＯアンテナ処理
とを含む場合がある。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調方式（たとえば、２位相シフ
トキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相シフトキーイ
ング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンスタレーシ
ョンへのマッピングを処理する。コーディングおよび変調されたシンボルは、次いで、並
列ストリームに分割される場合がある。各ストリームは、次いで、ＯＦＤＭサブキャリア
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にマッピングされ、時間領域および／または周波数領域において基準信号（たとえば、パ
イロット）と多重化され、次いで、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して一緒に合
成されて、時間領域のＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するこ
とができる。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプ
リコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチャネル推定値は、コーディングお
よび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用される場合がある。チャ
ネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信された基準信号および／またはチャネル状態フィ
ードバックから導出される場合がある。各空間ストリームは、次いで、別々の送信機３１
８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に供給される場合がある。各送信機３１８ＴＸは、
送信用にそれぞれの空間ストリームを有するＲＦキャリアを変調することができる。
【００３９】
　[0062]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ３５２を
通して信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復元
し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に情報を供給する。ＴＸプロセッサ３６８およびＲＸ
プロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能を実装する。
ＲＸプロセッサ３５６は、情報に対して空間処理を実施して、ＵＥ３５０に宛てられた任
意の空間ストリームを復元することができる。複数の空間ストリームがＵＥ３５０に宛て
られた場合、それらは、ＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリー
ムに合成される場合がある。ＲＸプロセッサ３５６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦ
Ｔ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波
数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを
備える。各サブキャリア上のシンボルおよび基準信号は、ｅＮＢ３１０によって送信され
た最も可能性が高い信号コンスタレーションポイントを決定することによって復元および
復調される。これらの軟決定は、チャネル推定器３５８によって計算されたチャネル推定
値に基づく場合がある。軟決定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ３１０によって最初
に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号およびデインターリーブされる。
データおよび制御信号は、次いで、レイヤ３およびレイヤ２の機能を実装するコントロー
ラ／プロセッサ３５９に供給される。
【００４０】
　[0063]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３６０に関連付けられ得る。メモリ３６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれる場合
がある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケッ
トを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケ
ットリアセンブリと、解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを提供する。コントローラ
／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮ
ＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出に関与する。
【００４１】
　[0064]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関して記載された機能と同様に、コントローラ／
プロセッサ３５９は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）の取得、ＲＲＣ接続、
および測定報告に関連付けられたＲＲＣレイヤ機能と、ヘッダ圧縮／解凍、およびセキュ
リティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）に関連付けられたＰＤＣＰレイヤ機能
と、上位レイヤＰＤＵの転送、ＡＲＱを介する誤り訂正、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結、セグメ
ント化、およびリアセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメント化、ならびにＲＬＣデ
ータＰＤＵの並べ替えに関連付けられたＲＬＣレイヤ機能と、論理チャネルとトランスポ
ートチャネルとの間のマッピング、ＴＢ上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化、ＴＢからのＭＡ
Ｃ　ＳＤＵの逆多重化、スケジューリング情報報告、ＨＡＲＱを介する誤り訂正、優先度
処理、および論理チャネル優先順位付けに関連付けられたＭＡＣレイヤ機能とを提供する
。
【００４２】
　[0065]ｅＮＢ３１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル推
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定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択し
、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ３６８によって使用される場合がある。
ＴＸプロセッサ３６８によって生成された空間ストリームは、別々の送信機３５４ＴＸを
介して異なるアンテナ３５２に供給される場合がある。各送信機３５４ＴＸは、送信用に
それぞれの空間ストリームを有するＲＦキャリアを変調することができる。
【００４３】
　[0066]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関して記載された方式と同様の方
式で、ｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテ
ナ３２０を通して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された
情報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０に情報を供給する。
【００４４】
　[0067]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３７６に関連付けられ得る。メモリ３７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれる場合
がある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩＰパケット
を復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケッ
トリアセンブリと、解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを提供する。コントローラ／
プロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に供給される場合がある。コント
ローラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／ま
たはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出に関与する。
【００４５】
　[0068]図４Ａは、アクセスネットワーク内のＭＢＳＦＮエリアの一例を示す図４１０で
ある。セル４１２’内のｅＮＢ４１２は第１のＭＢＳＦＮエリアを形成することができ、
セル４１４’内のｅＮＢ４１４は第２のＭＢＳＦＮエリアを形成することができる。ｅＮ
Ｂ４１２、４１４は、各々、他のＭＢＳＦＮエリア、たとえば、合計８つまでのＭＢＳＦ
Ｎエリアに関連付けられる場合がある。ＭＢＳＦＮエリア内のセルは、予約済みセルに指
定される場合がある。予約済みセルは、マルチキャスト／ブロードキャストのコンテンツ
を供給しないが、セル４１２’、４１４’に時間同期され、ＭＢＳＦＮエリアへの干渉を
制限するために、ＭＢＳＦＮリソース上で限定された電力を有する場合がある。ＭＢＳＦ
Ｎエリア内の各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報とデータとを同時に送信する。各エリ
アは、ブロードキャストサービスと、マルチキャストサービスと、ユニキャストサービス
とをサポートすることができる。ユニキャストサービスは、特定のユーザを対象とするサ
ービス、たとえば、ボイス呼である。マルチキャストサービスは、ユーザのグループによ
って受信され得るサービス、たとえば、サブスクリプションビデオサービスである。ブロ
ードキャストサービスは、すべてのユーザによって受信され得るサービス、たとえば、ニ
ュースブロードキャストである。図４Ａを参照すると、第１のＭＢＳＦＮエリアは、特定
のニュースブロードキャストをＵＥ４２５に供給することなどにより、第１のｅＭＢＭＳ
ブロードキャストサービスをサポートすることができる。第２のＭＢＳＦＮエリアは、異
なるニュースブロードキャストをＵＥ４２０に供給することなどにより、第２のｅＭＢＭ
Ｓブロードキャストサービスをサポートすることができる。
【００４６】
　[0069]図４Ｂは、ＭＢＳＦＮにおけるｅＭＢＭＳチャネル構成の一例を示す図４３０で
ある。図４Ｂに示されたように、各ＭＢＳＦＮエリアは、１つまたは複数の物理マルチキ
ャストチャネル（ＰＭＣＨ）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポートする。各ＰＭＣ
ＨはＭＣＨに対応する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）のマルチキャスト論理チ
ャネルを多重化することができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチキャスト制御チ
ャネル（ＭＣＣＨ）を有する場合がある。したがって、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨ
と複数のマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）とを多重化することができ、
残りのＭＣＨは複数のＭＴＣＨを多重化することができる。
【００４７】
　[0070]ＵＥは、ＬＴＥセルにキャンプオンして、ｅＭＢＭＳサービスアクセスと対応す
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るアクセス層構成の利用可能性とを発見することができる。最初に、ＵＥは、ＳＩＢ１３
（ＳＩＢ１３）を取得することができる。その後、ＳＩＢ１３に基づいて、ＵＥは、ＭＣ
ＣＨ上でＭＢＳＦＮエリア構成メッセージを取得することができる。その後、ＭＢＳＦＮ
エリア構成メッセージに基づいて、ＵＥは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を取得することがで
きる。ＳＩＢ１３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦ
Ｎエリア識別子と、（２）ＭＣＣＨ繰返し期間（たとえば、３２個、６４個、．．．、２
５６個のフレーム）、ＭＣＣＨオフセット（たとえば、０個、１個、．．．、１０個のフ
レーム）、ＭＣＣＨ修正期間（たとえば、５１２個、１０２４個のフレーム）、シグナリ
ング変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、繰返し期間およびオフセットによって示さ
れる無線フレームのどのサブフレームがＭＣＣＨを送信することができるかを示すサブフ
レーム割振り情報などのＭＣＣＨを収集するための情報と、（３）ＭＣＣＨ変更通知構成
とを含む場合がある。ＭＢＳＦＮエリアごとに１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが
ある。ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によ
って識別される各ＭＴＣＨの一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）およびオプシ
ョンのセッション識別子と、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するための割り
振られたリソース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）ならびにそのエリア内
のすべてのＰＭＣＨのための割り振られたリソースの割振り期間（たとえば、４個、８個
、．．．、２５６個のフレーム）と、（３）ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が送信されるＭＣＨ
スケジューリング期間（ＭＳＰ）（たとえば、８個、１６個、３２個、．．．、または１
０２４個の無線フレーム）とを示すことができる。特定のＴＭＧＩは、利用可能なＭＢＭ
Ｓサービスのうちの特定のサービスを識別する。
【００４８】
　[0071]図４Ｃは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素のフォーマットを示す図４４０である。ＭＳ
Ｉ　ＭＡＣ制御要素は、ＭＳＰごとに一回送られる場合がある。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素
は、ＰＭＣＨの各スケジューリング期間の第１のサブフレーム内で送られる場合がある。
ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームとサブフレームとを
示すことができる。ＭＢＳＦＮエリアごとにＰＭＣＨ当たり１つのＭＳＩがあり得る。論
理チャネル識別子（ＬＣＩＤ）フィールド（たとえば、ＬＣＩＤ１、ＬＣＩＤ２、．．．
、ＬＣＩＤｎ）は、ＭＴＣＨの論理チャネル識別子を示すことができる。停止ＭＴＣＨフ
ィールド（たとえば、停止ＭＴＣＨ１、停止ＭＴＣＨ２、．．．、停止ＭＴＣＨｎ）は、
特定のＬＣＩＤに対応するＭＴＣＨを搬送する最終サブフレームを示すことができる。
【００４９】
　[0072]ＭＢＭＳエリアでは、ＭＢＭＳエリアに関連付けられたセルは、時間同期方式で
サービスを送信することができる。複数のセルからのブロードキャスト／マルチキャスト
送信は合成され得るので、ＵＥにおけるＭＢＭＳゲインが発生する。しかしながら、セル
からのそのような送信を時間同期することができないとき、および／または特定のサービ
ス、たとえばグループ呼に関心があるＵＥの数が限られているときの状況があり得る。そ
のような状況では、ＭＢＭＳエリア内のセルからのＭＢＭＳ送信は、実現可能ではない場
合があるか、または非効率的な場合がある。１つまたは複数の隔離されたセルが存在する
（隣接セルがサービスに関心があるＵＥをサービスしない）ときのような状況では、２つ
以上のＵＥをサービスする各隔離されたセル、そのような１つまたは複数の隔離されたセ
ルは、単一セルのＭＢＳＦＮモードで動作するように構成される場合がある。したがって
、複数のＵＥを対象とする単一セル送信についてのパフォーマンスは、改善されるべきで
ある。
【００５０】
　[0073]特に、ネットワーク（たとえば、ｅＮＢ）は、ポイントツーマルチポイント（Ｐ
ＴＭ）送信を介して複数のＵＥに同じサービスを送信することができ、単一のＰＴＭ送信
は複数のＵＥを対象とすることができる。そのようなＰＴＭ送信は、グループ呼として実
装される場合がある。ＰＴＭ送信では、同じＰＴＭ送信によって対象とされたＵＥは同じ
グループ内にあり、したがって、無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）などの同じ識
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別子で構成される場合がある。たとえば、同じＰＴＭ送信によって対象とされた同じグル
ープ内のＵＥは、同じグループ内のＵＥの間で共通するグループＲＮＴＩ（Ｇ－ＲＮＴＩ
）で構成される場合があるが、各ＵＥは、各ＵＥへのユニキャスト送信用のセルＲＮＴＩ
（Ｃ－ＲＮＴＩ）などの別のタイプのＲＮＴＩで構成される場合がある。特に、ｅＮＢは
、巡回冗長検査（ＣＲＣ）をＲＮＴＩとスクランブルし、スクランブルされたＣＲＣを有
する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送信する。ＵＥがスクランブルされ
たＣＲＣを有するＰＤＣＣＨを受信すると、ＵＥは、ｅＮＢからのサービスに対応するＲ
ＮＴＩを決定し、決定されたＲＮＴＩを使用してスクランブルされたＣＲＣを逆スクラン
ブルする。ＵＥも、受信されたＰＤＣＣＨに基づいてＣＲＣを生成し、逆スクランブルさ
れたＣＲＣと受信されたＰＤＣＣＨに基づいて生成されたＣＲＣとを比較する。受信され
たＰＤＣＣＨに基づくＣＲＣが逆スクランブルされたＣＲＣと一致する場合、ＵＥは、受
信されたＰＤＣＣＨを利用することを決定し、ＰＤＣＣＨによって示されたＰＤＳＣＨを
決定する。
【００５１】
　[0074]グループ呼設定などのＰＴＭ送信の例では、同じＧ－ＲＮＴＩは、同じグループ
内のＵＥの間で共有される。したがって、ＰＴＭ送信の例では、同じグループ内の各ＵＥ
は、Ｇ－ＲＮＴＩに基づいてＰＤＣＣＨを決定することができ、ＰＤＳＣＨ上でＰＴＭ送
信データを受信するために、それに応じて対応するＰＤＳＣＨを使用することができる。
このように、一態様では、ＰＴＭ送信はＧ－ＲＮＴＩベースの送信であり得る。ユニキャ
スト送信の例では、ＵＥは、ＵＥのＣ－ＲＮＴＩに基づいてＰＤＣＣＨを復号するように
試みることができ、対応するＰＤＳＣＨ上でユニキャスト送信データを受信するために、
ＰＤＣＣＨ内で示された情報を使用することができる。このように、一態様では、ユニキ
ャスト送信はＣ－ＲＮＴＩベースの送信であり得る。以下で説明されるように、そのよう
なＰＴＭ送信に対して様々な改善が行われる場合がある。
【００５２】
　[0075]ＵＥは、（たとえば、データ送信用のＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨをどのように
復号するかを決定するために）ダウンリンク送信用のいくつかの送信モードのうちの１つ
で構成される場合がある。特に、ＵＥは、最初に、その送信モード可能性（transmission
 mode capability）をネットワークに送ることができ、ネットワークは、その後、ＵＥが
構成されるべき送信モードを示す送信構成メッセージをＵＥに送る。次いで、ＵＥは、送
信構成メッセージによる送信モードでダウンリンク送信を構成することができる。
【００５３】
　[0076]単一の送信が複数のＵＥを対象とするグループ呼サービスの場合、異なるＵＥは
、異なる幾何形状（たとえば、信号対干渉プラス雑音比）に遭遇する場合がある。このよ
うに、広い幾何形状分布を有するＵＥに適応するために、送信ダイバーシティは、ＰＴＭ
送信を介して複数のＵＥを対象とするために好ましい通信方法であり得る。したがって、
本開示の第１の手法によれば、送信ダイバーシティ用のダウンリンク送信モードは、ＰＴ
Ｍ送信向けにサポートされる場合がある。たとえば、ネットワーク（たとえば、ｅＮＢ）
は、ＵＥが送信ダイバーシティ用の送信モードで構成されるべきことを示す送信構成メッ
セージを送ることができる。このように、ＵＥは、ＰＴＭ送信を受信するために、送信ダ
イバーシティ用の送信モードで構成される場合がある。たとえば、送信ダイバーシティ用
のダウンリンク送信モードは、ＰＤＳＣＨ用の送信モード２（ＴＭ２）であり得る。ＴＭ
２用のＰＤＳＣＨの送信方式が送信ダイバーシティなので、ＴＭ２は異なる幾何形状を有
する複数のＵＥへの送信に適している。
【００５４】
　[0077]図５Ａは、本開示の第１の手法を示す例示的な図５００である。例示的な図５０
０では、ｅＮＢ５０２は、複数のＵＥとのＰＴＭ送信を実施することが可能である。ＵＥ
５１２、５１４、５１６、および５１８は同じグループ５１０内にあり、したがって、ｅ
ＮＢ５０２からＰＴＭ送信を介して、同じサービスを受信することができる。ＵＥ５２０
および５２２は同じグループ５１０内になく、したがって、ｅＮＢ５０２からＰＴＭ送信
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を介して、ＵＥ５１２、５１４、５１６、および５１８と同じサービスを受信しない。ｅ
ＮＢ５０２は、ＵＥ５１２、５１４、および５１８に、ＴＭ２を使用するＰＴＭ送信を介
してサービスを送信することができる。上記で説明されたように、送信ダイバーシティ用
のダウンリンク送信モードは、ＰＤＳＣＨ用のＴＭ２であり得る。この例示的な図では、
ＵＥ５１６はＰＴＭ送信用のＴＭ２をサポートしないので、ｅＮＢ５０２は、ＵＥ５１６
にＴＭ２を介してサービスを送信しない場合がある。
【００５５】
　[0078]本開示の第２の手法によれば、ＵＥは、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信する
ことに適したダウンリンク送信モードのうちの任意の１つで構成される場合がある。たと
えば、ｅＮＢは、特定のサービスに利用可能なダウンリンク送信モードのうちの任意の１
つを示す送信構成メッセージを送ることができ、その結果、ＵＥは、特定のサービスに利
用可能な送信モードに基づいて、それに応じてダウンリンク通信を構成することができ、
利用可能な送信モードに基づいて、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信することができる
。第２の手法では、複数のダウンリンク送信モードが利用可能なので、各サービスは、サ
ービスに合う特定の送信モードで構成される。第２の手法は、ＰＴＭ送信を介してサービ
スを受信するために特定の送信モードをサポートすることをすべてのＵＥに要求しないこ
とに留意されたい。言い換えれば、いくつかのＵＥは特定の送信モードをサポートするこ
とができるが、他のＵＥは同じ特定の送信モードをサポートする場合もサポートしない場
合もある。ＵＥがＰＴＭ送信を介してサービスを受信するための特定の送信モードをサポ
ートしない場合、ＵＥは、ＰＴＭ送信を介して対応するサービスを受信することができな
い場合があるが、ユニキャストを介して対応するサービスを受信することがまだできる場
合がある。たとえば、サービスが送信モード７（ＴＭ７）を介して送信され、ＵＥがＴＭ
７をサポートすることができない場合、ＵＥは、ユニキャストを介してサービスを受信す
ることができる。加えて、一態様では、送信モード５（ＴＭ５）などのマルチユーザＭＩ
ＭＯ用のいくつかの送信モードは、ＵＥのグループとのマルチユーザＭＩＭＯがＴＭ５で
可能になることが困難な場合があるので、ＰＴＭ送信に利用可能なダウンリンク送信モー
ドから除外される場合がある。
【００５６】
　[0079]第２の手法の一態様では、様々なサービスが様々な送信モードを利用することが
できるので、各ＵＥは、ｅＮＢがそれぞれのＵＥへのＰＴＭ送信を構成するために、ネッ
トワークに送信モード可能性を報告することができる。一態様では、ＵＥが最初にＰＴＭ
送信用にセットアップされたとき、ＵＥは、アプリケーションサーバ（ＡＳ）にそれぞれ
の送信モード可能性を報告することができ、ＡＳは報告された送信モード可能性について
ｅＮＢに知らせる。たとえば、グループ内のＵＥの大多数がＴＭ７をサポートし、ＡＳに
送信モード可能性としてＴＭ７を報告した場合、ＡＳは、ＵＥの大多数がＴＭ７をサポー
トすると決定する。その後、ＡＳはＵＥの大多数がＴＭ７をサポートすることをｅＮＢに
知らせ、それにより、ｅＮＢがＰＴＭ送信にＴＭ７を利用することになる場合がある。別
の態様では、ＵＥが最初にｅＮＢとの接続モードに入ると、ＵＥは、ＰＴＭ送信を介して
サービスを受信することに備えて、その送信モード可能性をｅＮＢに報告することができ
る。ｅＮＢに送信モード可能性を報告した後、ＵＥは、アイドルモードに戻って、ＰＴＭ
送信に耳を傾け、ＰＴＭ送信が送られると、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信する。た
とえば、ＵＥの大多数が送信モード可能性としてＴＭ７をｅＮＢに報告した場合、ｅＮＢ
は、ＰＴＭ送信にＴＭ７を利用すると決定することができる。
【００５７】
　[0080]第２の手法の別の態様では、ｅＮＢは、ＵＥからの送信モードおよびチャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバックに基づいて、ＰＴＭ送信用の高いランクを使用
することができる。ｅＮＢが（たとえば、ＵＥから報告された送信モード可能性に基づい
て）ＰＴＭ送信を介して特定のサービスを送信するための特定の送信モードを使用すると
決定した場合、ｅＮＢは、ＵＥからのＣＱＩフィードバックを使用して、グループ送信用
にランク２以上を利用するか、またはランク１以下を利用するかを決定することができる



(17) JP 6661646 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

。たとえば、ｅＮＢは、ＵＥからのＣＱＩフィードバックに基づいて、高幾何形状グルー
プ内の高幾何形状ＵＥと、低幾何形状グループ内の低幾何形状ＵＥとをグループ化し、高
幾何形状グループ用のランク２／高ＭＣＳと、低幾何形状グループ用のランク１／低ＭＣ
Ｓとを使用することができる。ＵＥが接続モードにある場合、ネットワークは、どのくら
いの頻度で（周期的に、たとえば１０ｍｓまたは８０ｍｓごとに１回）ＵＥからＣＱＩフ
ィードバックが送られるべきかを決定することができる。ＵＥからのＣＱＩフィードバッ
クは、ＵＥへのユニキャスト送信に基づく場合があり、ＰＴＭ送信に基づかない場合があ
る。
【００５８】
　[0081]図５Ｂは、本開示の第２の手法を示す例示的な図５５０である。例示的な図５５
０では、ｅＮＢ５５２は、複数のＵＥとのＰＴＭ送信を実施することが可能である。ＵＥ
５６２、５６４、５６６、および５６８は同じグループ５６０内にあり、したがって、ｅ
ＮＢ５５２からＰＴＭ送信を介して、同じサービスを受信することができる。ＵＥ５７０
および５７２は同じグループ５６０内になく、したがって、ｅＮＢ５０２からＰＴＭ送信
を介して、ＵＥ５６２、５６４、５６６、および５６８と同じサービスを受信しない。第
２の手法では、ＵＥは、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信することに適したダウンリン
ク送信モードのうちの任意の１つで構成される場合があるので、ｅＮＢ５５２は、ＵＥに
よってサポートされる送信モードのうちのいずれかを使用して、ＰＴＭ送信を介してサー
ビスを送信することができる。こうして、例示的な図５５０では、ｅＮＢ５５２は、ＵＥ
５６２、５６４、および５６８に、ＴＭ２を使用するＰＴＭ送信を介して特定のサービス
を送信する。例示的な図５５０では、ｅＮＢ５５２は、ＵＥ５６６に、ＴＭ７を使用する
ユニキャスト送信を介して特定のサービスを送信する。ＵＥ５６６は特定のサービスに関
連付けられたＴＭ２をサポートしないので、ＵＥ５６６は、ユニキャスト送信を介して特
定のサービスを受信する。
【００５９】
　[0082]同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースの送信および／またはＧ－ＲＮＴＩベ
ースの送信をサポートすることについて、様々な態様が記載される。第１の方法によれば
、ＵＥは、同じサブフレーム内の同じキャリア上のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨまた
はＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨのいずれかをサポートすることができるが、同じサブ
フレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの両方
をサポートすることはできない。したがって、第１の方法によれば、Ｃ－ＲＮＴＩベース
のＰＤＳＣＨが１つのサブフレーム内にある場合があり、Ｇ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣ
Ｈが異なるサブフレーム内にある場合がある。Ｃ－ＲＮＴＩはユニキャスト送信に使用さ
れる場合があり、Ｇ－ＲＮＴＩは（たとえば、ＵＥのグループへの）ＰＴＭ送信に使用さ
れる場合がある。そのような方法は、同じサブフレーム内の同じキャリア上のＰＭＣＨと
ＰＤＳＣＨの両方をサポートしないことと同様である。ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けにスケ
ジュールされ得る潜在的なサブフレーム（たとえば、Ｇ－ＲＮＴＩとスクランブルされた
ＰＤＣＣＨを潜在的に有するサブフレーム）についての情報を（たとえば、ｅＮＢによっ
て）シグナリングされる場合がある。たとえば、ｅＮＢは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けにスケジュ
ールされ得る潜在的なサブフレームについての情報を含むＰＴＭ構成情報をＵＥに供給す
ることができ、ｅＮＢは、ＭＣＣＨおよび／またはＭＳＩおよび／またはＳＩＢおよび／
または専用ＲＲＣシグナリングを介してＰＴＭ構成を送ることができる。それらの潜在的
なサブフレーム内で、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩベースの送信を監視し、Ｃ－ＲＮＴＩベース
の送信を監視しない場合がある。したがって、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩの両
方に対してブラインドＰＤＣＣＨ復号を実施する必要はなく、したがって、ＰＤＣＣＨブ
ラインド復号の数における増加はない（したがって、複雑度における増加はない）。
【００６０】
　[0083]第２の方法では、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣ
ＨおよびＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの同時受信をサポートすることができる。ｅＭ
ＢＭＳでは、ユニキャスト送信およびマルチキャスト送信に異なるタイプのサイクリック
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プレフィックス（ＣＰ）が使用されるので、ＵＥは、同じサブフレーム内のユニキャスト
とマルチキャストの両方をサポートしない場合があることに留意されたい。しかしながら
、（たとえば、Ｇ－ＲＮＴＩを介する）グループベアラを実装すると、グループベアラの
実装により、Ｃ－ＲＮＴＩとＧ－ＲＮＴＩの両方に同じタイプのＣＰが使用され得るので
、ＵＥは、ユニキャスト送信用のＣ－ＲＮＴＩと、ＰＴＭ送信用のＧ－ＲＮＴＩとを使用
して、同じサブフレームを介してユニキャスト送信とＰＴＭ送信の両方をサポートするこ
とができる。ＵＥが同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨおよびＧ－Ｒ
ＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの同時受信をサポートするので、ＵＥはまた、同じサブフレー
ム内のＣ－ＲＮＴＩとＧ－ＲＮＴＩの両方を使用してＰＤＣＣＨを復号する。
【００６１】
　[0084]Ｃ－ＲＮＴＩに合うユニキャスト送信およびＧ－ＲＮＴＩに合うＰＴＭ送信に伴
う合計データレートは、ＵＥ能力に整合するべきであることに留意されたい。ＵＥは、Ｕ
ＥがｅＮＢに接続したときにｅＮＢにＵＥ能力を報告することができる。ＵＥは、ｅＮＢ
にＭＢＭＳ関心指示メッセージを送ることができ、その結果、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指
示メッセージに基づいてＰＴＭ送信を構成することができる。このように、ｅＮＢは、Ｕ
Ｅ能力およびＭＢＭＳ関心指示メッセージに従って、ユニキャスト送信をスケジュールす
ることができる。一態様では、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基づいて、ｅＮＢは、ＵＥ
能力とＰＴＭ送信用に設定されたデータレートとの間の差分よりも大きくならないように
、ユニキャスト送信用のデータレートを設定することができる。たとえば、ＵＥがサブフ
レーム当たり１０００ビットを受信するＵＥ能力を有する場合、および、ＵＥがＰＴＭ送
信にサブフレーム当たり６００ビットを使用するように構成された場合、ｅＮＢは、ＭＢ
ＭＳ関心指示メッセージに基づいて、サブフレーム当たり４００ビットを超えないデータ
レートに、ＵＥへのユニキャスト送信用のデータレートを設定することができる。
【００６２】
　[0085]通常、ＭＢＭＳ関心指示メッセージはＭＢＭＳ周波数を含むが、どの特定のサー
ビスを受信するべきかを識別しない場合がある。たとえば、ＵＥが特定のサービスに関連
付けられた具体的なＴＭＧＩを報告しない限り、ｅＮＢは、ＵＥがどの特定のサービスを
受信することに関心があるかを決定することができない場合がある。ＴＭＧＩは特定のサ
ービスを搬送するグループベアラを一意に識別することに留意されたい。ＵＥが（たとえ
ば、ＭＢＭＳ関心指示メッセージを介して）具体的なＰＴＭサービスを示さない場合、ｅ
ＮＢは、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基づいて、すべての可能なＰＴＭサービスのデー
タレートの中で最も大きいデータレートを考慮することによって、ユニキャスト送信用の
データレートを設定することができる。こうして、第２の方法の一態様では、ｅＮＢは、
ＵＥ能力とすべての可能なＰＴＭサービスのデータレートの中で最も大きいデータレート
との間の差分よりも大きくならないように、ユニキャスト送信用のデータレートを設定す
ることができる。たとえば、ＵＥ能力がサブフレーム当たり１０００ビットであり、すべ
てのＰＴＭサービスのデータレートの中で最も大きいデータレートがサブフレーム当たり
６００ビットである場合、ｅＮＢは、サブフレーム当たり４００ビットより大きくならな
いように、ユニキャスト用のデータレートを設定することができる。こうして、ＵＥが具
体的なＰＴＭサービスを示さない場合、ｅＮＢは、ＰＴＭ送信用の最大レートを考慮する
ことによって、ユニキャスト送信用のデータレートについてワーストケースを想定するこ
とができる。
【００６３】
　[0086]第２の方法では、より良いＵＥのバッテリ消費のために、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ
向けに潜在的にスケジュールされ得る潜在的なサブフレームについて（たとえば、ｅＮＢ
によって）シグナリングされ得る。たとえば、ｅＮＢは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けにスケジュー
ルされ得る潜在的なサブフレームについての情報を含むＰＴＭ構成情報をＵＥに供給する
ことができ、ｅＮＢは、ＭＣＣＨおよび／またはＭＳＩおよび／またはＳＩＢおよび／ま
たは専用ＲＲＣシグナリングを介してＰＴＭ構成を送ることができる。その後、第２の方
法の一態様によれば、ＵＥは、すべてのサブフレーム上のＧ－ＲＮＴＩベースの送信を監
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視するのではなく、これらの潜在的なサブフレーム上のＧ－ＲＮＴＩベースの送信を監視
するように構成される場合がある。ＵＥが、すべてのサブフレーム上ではなく、潜在的な
サブフレーム上のＧ－ＲＮＴＩベースの送信を監視するように構成されるので、ＵＥのバ
ッテリ電力は節約される場合がある。ＵＥは、すべてのサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベ
ースの送信を監視するように構成される場合がある。ＵＥは、ＵＥが接続モードにないと
き、Ｃ－ＲＮＴＩベースの送信を監視しない場合がある。
【００６４】
　[0087]第３の方法では、ＵＥは、同じサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩの
両方を監視することができるが、ＵＥが同じサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩ許可を検出し
た場合、Ｃ－ＲＮＴＩ許可を取り下げる（drop）場合がある。こうして、第３の方法では
、ＵＥが同じサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩ許可を検出するとＣ－ＲＮＴＩ許可を取り下
げるので、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨまたはＧ－Ｒ
ＮＴＩベースのＰＤＳＣＨのいずれかをサポートすることになる。
【００６５】
　[0088]上述されたように、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨおよ
びＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの同時受信は、（たとえば、第２の方法によって）サ
ポートされる場合がある。１つのキャリア上の同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベース
の送信およびＧ－ＲＮＴＩベースの送信の同時受信に対するサポートを有するＰＤＣＣＨ
ブラインド復号に対する影響を低減するために、様々な態様が次に記載される。ＰＤＣＣ
Ｈを復号するために、ＵＥは、いくつかの可能なフォーマットおよびＰＤＣＣＨに関連付
けられた制御チャネル要素（ＣＣＥ）から、ＰＤＣＣＨをブラインド復号することができ
る。一態様では、Ｃ－ＲＮＴＩベースの送信およびＧ－ＲＮＴＩベースの送信が異なる送
信モードを使用するとき、ＰＤＣＣＨブラインド復号の数は増大する。通常、ＵＥ固有探
索空間（UE-specific search space）は、Ｃ－ＲＮＴＩまたはユニキャスト送信に関係す
る任意の他のＲＮＴＩに関連付けられる。こうして、通常、ＵＥ固有探索空間に関連付け
られたＣＣＥは、特定のＵＥに固有の制御情報を送るために使用されるが、共通探索空間
に関連付けられたＣＣＥは、すべてのＵＥに共通する制御情報を送るために使用されるこ
とに留意されたい。
【００６６】
　[0089]本開示のこの態様では、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる場合
がある。さらに、そのような態様では、ＰＤＣＣＨブラインド復号の数における増加を制
限するために、Ｇ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨは、ある特定の制御チャネル要
素（ＣＣＥ）アグリゲーションレベルに制限され得る。通常、ＵＥ固有探索空間では、Ｃ
ＣＥアグリゲーションレベル１、２、４、および８は、ＤＣＩフォーマットごとに存在す
る場合があり、２つのＤＣＩフォーマットは、アグリゲーションレベルごとに探索される
場合がある。こうして、通常のＵＥ固有探索空間では、各ＤＣＩフォーマットは、アグリ
ゲーションレベル１および２の各々について６回のブラインド復号、アグリゲーションレ
ベル４および８の各々について２回のブラインド復号を伴う、１６回のブラインド復号を
被る。本開示のこの態様では、たとえば、可能なＣＣＥアグリゲーションレベルは、グル
ープ送信用のＤＣＩフォーマットごとに、レベル４およびレベル８に制限される場合があ
る。ＣＣＥアグリゲーションレベル４および８の各々について２回のブラインド復号が実
施される場合があるので、各ＤＣＩフォーマットは、Ｇ－ＲＮＴＩとの４回のブラインド
復号（レベル４についての２回のブラインド復号およびレベル８についての２回のブライ
ンド復号）を被る。ＰＴＭ送信は多くのＵＥを対象とし、したがって、異なる幾何形状を
有するＵＥをカバーするＰＴＭ送信が望ましいことに留意されたい。ＵＥは、異なる幾何
形状を有するＵＥをカバーするために、ＣＣＥアグリゲーションレベル１および２を考慮
することなく、ＣＣＥアグリゲーションレベル４および８を考慮することができる。別の
態様では、共通探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる場合がある。共通探索空間（co
mmon search space）では、アグリゲーションレベル４についての４回のブラインド復号
およびアグリゲーションレベル８についての２回のブラインド復号を伴う、ＣＣＥアグリ
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ゲーションレベル４および８のみが許可される。したがって、ＵＥ固有探索空間内でレベ
ル４についての２回のブラインド復号およびレベル８についての２回のブラインド復号を
実施する代わりに、共通探索空間内で、レベル４について４回のブラインド復号が実施さ
れ、レベル８について２回のブラインド復号が実施され、合計６回のブラインド復号をも
たらす。ＵＥ固有探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット
１Ａに関連付けられる場合があることに留意されたい。共通探索空間内でＧ－ＲＮＴＩに
関連付けられたＰＤＣＣＨが送られることにさらに留意されたい。
【００６７】
　[0090]別の態様では、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨに関連付けら
れたＤＣＩフォーマット１Ａをサポートすることによって、ＰＤＣＣＨブラインド復号の
数が増大しないことが実現される場合がある。特に、他のＤＣＩフォーマットをサポート
しないで、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨに関連付けられたＤＣＩフ
ォーマット１Ａをサポートすることによって、ＵＥが同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩ
ベースのＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートする
ときでも、ＰＤＣＣＨブラインド復号の数は増大しない場合がある。すべてのＵＥにわた
って共通するＤＣＩフォーマット１Ａを使用する場合、ブラインド復号は増大しない。そ
のような態様では、ＵＥは、ＵＥ固有探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨに関
連付けられたＤＣＩフォーマット１Ａをさらにサポートすることができる。そのような態
様では、送信ダイバーシティ用の送信モード（たとえば、ＴＭ２）は、ＰＴＭ送信に好ま
しい場合がある。
【００６８】
　[0091]別の態様では、新しいＤＣＩフォーマットを導入することによって、ＰＤＣＣＨ
ブラインド復号の数が増大しないことが実現される場合がある。送信モードごとに、それ
ぞれの送信モードに固有のＤＣＩフォーマットが存在する。送信モードに固有の各ＤＣＩ
フォーマットは、ＰＴＭ送信用の新しいＤＣＩフォーマットを指定するように修正される
場合があり、新しいＤＣＩフォーマットのサイズはＤＣＩフォーマット１Ａに整合される
。ＵＥは、新しいＤＣＩフォーマットが共通探索空間内でサポートされることを規定する
。たとえば、ＵＥがＴＭ７内にあり、ＤＣＩフォーマット２ＤがＴＭ７に固有である場合
、ＵＥは、ＤＣＩフォーマット１Ａと同じサイズを有するＤＣＩフォーマット２Ｄ’にな
るようにＤＣＩフォーマット２Ｄを修正することができ、ＤＣＩフォーマット２Ｄ’が共
通探索空間内でサポートされることを規定する。こうして、ＵＥがＤＣＩフォーマット１
Ａを探索すると、ＵＥはＤＣＩフォーマット２Ｄ’を見つけることができる。ＵＥは、新
しいＤＣＩフォーマットがＵＥ固有探索空間内でサポートされることを規定することがで
き、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨに関連付けられる。
【００６９】
　[0092]いくつかの態様では、ＰＴＭ送信用の半永続的スケジューリング（ＳＰＳ: Semi
-persistent scheduling）がサポートされる場合がある。ＰＴＭ送信は公共安全を提供す
ることができ、ユニキャストはボイスオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）用のＳＰＳを使用するの
で、ＰＴＭ用のＳＰＳスケジューリングが望ましい場合がある。ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩ（
および／またはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩ）は、ＰＴＭサービスごとにシグナリングされる場
合がある。しかしながら、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩを受信した場合、ＵＥはＳＰＳのＧ－ＲＮ
ＴＩを受信されたＧ－ＲＮＴＩで上書きする。一態様では、ＵＥは、同じサブフレーム内
のＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨと、Ｃ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩの
ＰＤＳＣＨをサポートすることができる。別の態様では、ＵＥは単一のＳＰＳ構成のみを
サポートすることができ、ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩは、Ｃ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴ
Ｉよりも高い優先度を有する。そのような態様では、ＵＥがＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩベース
の送信を含むサブフレームについての情報をシグナリングされた場合、ＵＥは、そのよう
なサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを監視せずに、そのようなサブ
フレーム内のＧ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩを監視する（したがって、ＰＤＣＣＨ
ブラインド復号の数に対する影響がない）。ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩが送られたサブフレー
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ムに関してＵＥがシグナリングされない場合、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＧ－ＲＮ
ＴＩとＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを探索する。探索
の結果として、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ
－ＲＮＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを見つけた場合、ＵＥはＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ
－ＲＮＴＩを取り下げる。
【００７０】
　[0093]図６は、本開示の第１の手法による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート６
００である。方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１２、装置７０２／７０２’）によって実
施される場合がある。６０２において、ＵＥは、ネットワークから、複数のダウンリンク
送信モードのうちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを示すダウンリンク送信
構成を受信する。６０４において、ＵＥは、ダウンリンク送信構成に従って送信ダイバー
シティダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通信を構成する。６０６において
、ＵＥは、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダウンリンク送信を介してサ
ービスを受信する。たとえば、上記で説明されたように、ネットワーク（たとえば、ｅＮ
Ｂ）は、ＵＥが送信ダイバーシティ用の送信モードで構成されるべきことを示す送信構成
メッセージを送ることができる。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、ＰＴＭ送
信を受信するために、送信ダイバーシティ用の送信モードで構成される場合がある。一態
様では、送信ダイバーシティダウンリンク送信モードは、ＰＤＳＣＨ用のモード２である
。たとえば、上記で説明されたように、送信ダイバーシティ用のダウンリンク送信モード
は、ＰＤＳＣＨ用のＴＭ２であり得る。
【００７１】
　[0094]一態様では、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨと
Ｇ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートするように構成される。た
とえば、上記で説明されたように、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースの
ＰＤＳＣＨおよびＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの同時受信をサポートすることができ
る。一態様では、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマ
ット１Ａに関連付けられる。一態様では、ＵＥ固有探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰ
ＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。たとえば、上記で説明されたよ
うに、他のＤＣＩフォーマットをサポートしないで、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有
するＰＤＣＣＨに関連付けられたＤＣＩフォーマット１Ａをサポートすることによって、
ＵＥが同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩベースのＰ
ＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートするときでも、ＰＤＣＣＨブラインド復号の数は増
大しない場合がある。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、ＵＥ固有探索空間内
のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨに関連付けられたＤＣＩフォーマット１Ａをさらにサ
ポートすることができる。
【００７２】
　[0095]図７は、例示的な装置７０２内の様々な手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図７００である。装置はＵＥであり得る。装置は、受信構成要素７０４
と、送信構成要素７０６と、通信構成構成要素７０８とを含む。
【００７３】
　[0096]通信構成構成要素７０８は、７６２および７６４において、受信構成要素７０４
を介して、ネットワーク（たとえば、ｅＮＢ７５０）から、複数のダウンリンク送信モー
ドのうちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受
信する。通信構成構成要素７０８は、ダウンリンク送信構成に従って送信ダイバーシティ
ダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通信を構成する。受信構成要素７０４は
、７６２において、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダウンリンク送信を
介してサービスを受信する。一態様では、送信ダイバーシティダウンリンク送信モードは
、ＰＤＳＣＨ用のモード２である。通信構成構成要素７０８は、７６６において、送信構
成要素７０６と通信構成を通信することができ、その結果、送信構成要素７０６は、７６
８において、通信構成に基づいてｅＮＢ７５０にデータを送ることができる。
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【００７４】
　[0097]一態様では、ＵＥは、通信構成構成要素７０８を介して、同じサブフレーム内の
Ｃ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同時受信を
サポートするように構成される。一態様では、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰ
ＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。一態様では、ＵＥ固有探索空間
内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。
【００７５】
　[0098]装置は、図６の上述されたフローチャート内のアルゴリズムのブロックの各々を
実施する追加の構成要素を含む場合がある。したがって、図６の上述されたフローチャー
ト内の各ブロックは、１つの構成要素によって実施される場合があり、装置は、それらの
構成要素のうちの１つまたは複数を含む場合がある。構成要素は、述べられたプロセス／
アルゴリズムを遂行するように具体的に構成された１つもしくは複数のハードウェア構成
要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッ
サによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶
されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００７６】
　[0099]図８は、処理システム８１４を採用する装置７０２’のためのハードウェア実装
形態の一例を示す図８００である。処理システム８１４は、バス８２４によって全体的に
表される、バスアーキテクチャを用いて実装される場合がある。バス８２４は、処理シス
テム８１４の具体的な適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バス
とブリッジとを含む場合がある。バス８２４は、プロセッサ８０４によって表される１つ
または複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素７０４、７０
６、７０８と、コンピュータ可読媒体／メモリ８０６とを含む様々な回路を互いにリンク
する。バス８２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回
路などの様々な他の回路をリンクすることができるが、これらの回路は当技術分野におい
てよく知られており、したがって、これ以上記載されない。
【００７７】
　[00100]処理システム８１４は、トランシーバ８１０に結合される場合がある。トラン
シーバ８１０は、１つまたは複数のアンテナ８２０に結合される。トランシーバ８１０は
、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ８１
０は、１つまたは複数のアンテナ８２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム８１４、具体的には受信構成要素７０４に供給する
。加えて、トランシーバ８１０は、処理システム８１４、具体的には送信構成要素７０６
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ８２０に印加
されるべき信号を生成する。処理システム８１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ８０
６に結合されたプロセッサ８０４を含む。プロセッサ８０４は、コンピュータ可読媒体／
メモリ８０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む、一般的な処理に関与する。ソフト
ウェアは、プロセッサ８０４によって実行されると、任意の特定の装置のための上述され
た様々な機能を処理システム８１４に実施させる。コンピュータ可読媒体／メモリ８０６
は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ８０４によって操作されるデータを記憶す
るために使用される場合もある。処理システム８１４は、構成要素７０４、７０６、７０
８のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要素は、プロセッサ８０４内で動
作し、コンピュータ可読媒体／メモリ８０６内に存在する／記憶されたソフトウェア構成
要素、プロセッサ８０４に結合された１つもしくは複数のハードウェア構成要素、または
それらの何らかの組合せであり得る。処理システム８１４は、ＵＥ３５０の構成要素の場
合があり、メモリ３６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５
６、およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少なくとも１つを含む場合がある。
【００７８】
　[00101]一構成では、ワイヤレス通信用の装置７０２／７０２’は、ネットワークから
、複数のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウンリンク送信モードを
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示すダウンリンク送信構成を受信するための手段と、ダウンリンク送信構成に従って送信
ダイバーシティダウンリンク送信モードに基づいてダウンリンク通信を構成するための手
段と、送信ダイバーシティ送信モードに基づいてＰＴＭダウンリンク送信を介してサービ
スを受信するための手段とを含む。上述された手段は、上述された手段によって列挙され
た機能を実施するように構成された、装置７０２、および／または装置７０２’の処理シ
ステム８１４の上述された構成要素のうちの１つまたは複数であり得る。上述されたよう
に、処理システム８１４は、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コント
ローラ／プロセッサ３５９とを含む場合がある。したがって、一構成では、上述された手
段は、上述された手段によって列挙された機能を実施するように構成された、ＴＸプロセ
ッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９であり得る
。
【００７９】
　[00102]図９は、本開示の第２の手法による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート
である。方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５６２、装置１２０２／１２０２’）によって実
施される場合がある。９０２において、ＵＥは、ネットワークにＵＥのダウンリンク送信
モード可能性を報告する。一態様では、報告されたダウンリンク送信モード可能性は、複
数のダウンリンク送信モードのうちの１つでＰＴＭ送信を構成するために使用される。た
とえば、上記で説明されたように、各ＵＥは、ｅＮＢがそれぞれのＵＥへのＰＴＭ送信を
構成するために、ネットワークに送信モード可能性を報告することができる。一態様では
、ダウンリンク送信モード可能性を基地局に示すように構成されたＡＳにＵＥが最初に接
続したとき、ＵＥは、ＡＳにダウンリンク送信モード可能性を報告することによって、ダ
ウンリンク送信可能性を報告することができる。たとえば、上記で説明されたように、Ｕ
Ｅが最初にＰＴＭ送信用にセットアップされたとき、ＵＥは、ＡＳにそれぞれの送信モー
ド可能性を報告することができ、ＡＳは報告された送信モード可能性についてｅＮＢに知
らせる。別の態様では、ＵＥがＰＴＭ送信を受信するように決定すると、ＵＥは、基地局
にダウンリンク送信モード可能性を報告するために基地局との接続モードに入ることによ
って、ダウンリンク送信可能性を報告することができ、ＵＥは、ダウンリンク送信モード
を報告した後、アイドルモードに入ってＰＴＭ送信を受信する。たとえば、上記で説明さ
れたように、ＵＥがＰＴＭ送信を介してｅＮＢからサービスを受信する準備ができたので
、ＵＥが最初にｅＮＢとの接続モードに入ったとき、ＵＥはその送信モード可能性をｅＮ
Ｂに報告することができる。たとえば、上記で説明されたように、ｅＮＢに送信モード可
能性を報告した後、ＵＥは、ＰＴＭ送信に耳を傾け、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信
するために、アイドルモードに戻る。
【００８０】
　[00103]９０４において、ＵＥは、ネットワークから、複数のダウンリンク送信モード
のうちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信する。９０６において、ＵＥは、ダウン
リンク送信構成に従って複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてダウンリ
ンク通信を構成する。９０８において、ＵＥは、サービスに合う複数のダウンリンク送信
モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してサービスを受信する。たとえば、上記
で説明されたように、ｅＮＢは、特定のサービスに利用可能なダウンリンク送信モードの
うちの任意の１つを示す送信構成メッセージを送ることができ、その結果、ＵＥは、特定
のサービスに利用可能な送信モードに基づいて、それに応じてダウンリンク通信を構成す
ることができ、利用可能な送信モードに基づいて、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信す
ることができる。以下で、９１０に関するさらなる説明が提供される。一態様では、複数
のダウンリンク送信モードは、ＰＤＳＣＨ用の送信モードである。たとえば、上記で説明
されたように、ＵＥは、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信することに適したダウンリン
ク送信モードのうちの任意の１つで構成される場合がある。
【００８１】
　[00104]一態様では、ＵＥは、ＰＴＭ送信用のランクに基づいて、ＰＴＭ送信を介して
サービスを受信する。たとえば、上記で説明されたように、ｅＮＢは、ＵＥからの送信モ
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ードおよびＣＱＩフィードバックに基づいて、ＰＴＭ送信用の高いランクを使用すること
ができる。こうして、ＵＥは、高いランクに基づいてＰＴＭ送信を受信することができる
。
【００８２】
　[00105]図１０Ａは、図９のフローチャート９から展開するワイヤレス通信の方法のフ
ローチャート１０００である。フローチャート１０００では、ＵＥは、同じサブフレーム
内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨまたはＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨのいずれか
の受信をサポートするように構成される。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、
同じサブフレーム内の同じキャリア上のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨまたはＧ－ＲＮ
ＴＩベースのＰＤＳＣＨのいずれかをサポートすることができる。方法はＵＥによって実
施される場合がある。９１０において、ＵＥは図９の９１０から続けることができる。
【００８３】
　[00106]１００２において、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩを監視するために、Ｇ－ＲＮＴＩに
利用可能なサブフレームについての情報を受信する。たとえば、上記で説明されたように
、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けにスケジュールされ得る潜在的なサブフレームについての情
報を（たとえば、ｅＮＢによって）シグナリングされるべきであり、それらの潜在的なサ
ブフレーム内で、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩを監視し、Ｃ－ＲＮＴＩを監視しない場合がある
。
【００８４】
　[00107]一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩである。一態様では、Ｃ－
ＲＮＴＩはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩである。一態様では、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩを監視される
べきサブフレームに関する情報を受信した場合、ＵＥは、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ
－ＲＮＴＩを監視せずに、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも
１つを監視し、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに関する情報を受信し
ない場合、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つと
、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つとを監視する。たと
えば、上記で説明されたように、ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩ（および／またはＳＰＳのＣ－Ｒ
ＮＴＩ）は、ＰＴＭサービスごとにシグナリングされる場合がある。たとえば、上記で説
明されたように、ＵＥは、同じサブフレーム内のＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣ
Ｈと、Ｃ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのＰＤＳＣＨとをサポートすることができる
。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥがＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩが送られるサブフレ
ーム上でシグナリングされた場合、ＵＥは、そのようなサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩ／
ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを監視せずに、そのようなサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳ
のＧ－ＲＮＴＩを監視する（したがって、ＵＥによって実施されるＰＤＣＣＨブラインド
復号の数に対する影響がない）。たとえば、上記で説明されたように、ＳＰＳのＧ－ＲＮ
ＴＩが送られたサブフレーム上でＵＥがシグナリングされない場合、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴ
Ｉ／ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩの両方を有するＰＤＣ
ＣＨを探索する。一態様では、ＵＥが、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうち
の少なくとも１つと、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つ
とを監視した後、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを有
するＰＤＣＣＨを検出した場合、ＵＥは、サブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳの
Ｃ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視することを止める。たとえば、上記で説明された
ように、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮ
ＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを見つけた場合、ＵＥはＣ－ＲＮＴＩ／ＳＰＳのＣ－ＲＮ
ＴＩを取り下げる。
【００８５】
　[00108]図１０Ｂは、図９のフローチャート９００から展開するワイヤレス通信の方法
のフローチャート１０５０である。フローチャート１０５０では、ＵＥは、同じサブフレ
ーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同
時受信をサポートするように構成される。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、
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同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨおよびＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤ
ＳＣＨの同時受信をサポートすることができる。方法はＵＥによって実施される場合があ
る。９１０において、ＵＥは図９の９１０から続けることができる。
【００８６】
　[00109]１０５２において、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩとＧ－ＲＮＴ
Ｉの両方を有するＰＤＣＣＨを復号する。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥが同
じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨおよびＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳ
ＣＨの同時受信をサポートするとき、ＵＥはまた、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩと
Ｇ－ＲＮＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを復号する。１０５４において、ＵＥは基地局に
ＭＢＭＳ関心指示メッセージを送る。基地局は、ＰＴＭ送信用に、ＭＢＭＳ関心指示に基
づいてＣ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートを構成することができる
。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、ｅＮＢにＭＢＭＳ関心指示メッセージを
送ることができ、その結果、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基づいてＰＴＭ送
信を構成することができる。一態様では、ＭＢＭＳ関心指示メッセージがサービスを示さ
ない場合、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートは、ＰＴＭ送信用の
最大データレートに等しいように設定される。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥ
が（たとえば、ＭＢＭＳ関心指示メッセージを介して）具体的なＰＴＭサービスを示さな
い場合、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基づいて、すべての可能なＰＴＭサー
ビスのデータレートの中で最も大きいデータレートを考慮することによって、ユニキャス
ト送信用のデータレートを設定することができる。一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩはＳＰＳの
Ｇ－ＲＮＴＩである。一態様では、Ｃ－ＲＮＴＩはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩである。たとえ
ば、上記で説明されたように、ＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩ（および／またはＳＰＳのＣ－ＲＮ
ＴＩ）は、ＰＴＭサービスごとにシグナリングされる場合がある。
【００８７】
　[00110]図１１Ａは、図９のフローチャート９００から展開するワイヤレス通信の方法
のフローチャート１１００である。フローチャート１１００では、ＵＥは、同じサブフレ
ーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同
時受信をサポートするように構成される。方法はＵＥによって実施される場合がある。９
１０において、ＵＥは図９の９１０から続けることができる。
【００８８】
　[00111]１１０２において、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＳＣＨの送信に利用可
能なサブフレームについての情報を受信する。１１０４において、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ
に利用可能なサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視する。１１０６に
おいて、ＵＥは、すべてのサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視する
。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けに潜在的にスケジュー
ルされ得る潜在的なサブフレームについて（たとえば、ｅＮＢによって）シグナリングさ
れることが可能であり、次いで、これらの潜在的なサブフレーム上でＧ－ＲＮＴＩを監視
するように構成される場合がある。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、すべて
のサブフレーム上でＣ－ＲＮＴＩを監視するように構成される場合がある。
【００８９】
　[00112]図１１Ｂは、図９のフローチャート９００から展開するワイヤレス通信の方法
のフローチャート１１５０である。フローチャート１１５０では、ＵＥは、同じサブフレ
ーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同
時受信をサポートするように構成される。方法はＵＥによって実施される場合がある。９
１０において、ＵＥは図９の９１０から続けることができる。
【００９０】
　[00113]一態様では、１１５２において、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを検
出した場合、ＵＥはＣ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨを取り下げる。たとえば、
上記で説明されたように、ＵＥは、同じサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩとＣ－ＲＮＴＩの
両方を監視することができるが、ＵＥが同じサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩ許可を検出し



(26) JP 6661646 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

た場合、Ｃ－ＲＮＴＩ許可を取り下げる場合がある。
【００９１】
　[00114]一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨはＵＥ固有探索空間内で受信さ
れ、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。そのような態様では、ＵＥ固有
探索空間内で、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、あらかじめ決められたＣＣＥアグリ
ゲーションレベルに制限される。そのような態様では、ＵＥ固有探索空間内のＧ－ＲＮＴ
Ｉを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。一態様では、共通
探索空間内でＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨが送られる。たとえば、上記で説明された
ように、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる場合がある。たとえば、上記
で説明されたように、ＰＤＣＣＨブラインド復号の増加を制限するために、Ｇ－ＲＮＴＩ
を有するＰＤＣＣＨは、ある特定のＣＣＥアグリゲーションレベルに制限され得る。
【００９２】
　[00115]一態様では、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフ
ォーマット１Ａに関連付けられる。たとえば、上記で説明されたように、他のＤＣＩフォ
ーマットをサポートしないで、共通探索空間内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨに関連
付けられたＤＣＩフォーマット１Ａをサポートすることによって、ＵＥが同じサブフレー
ム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨの両方の同時
受信をサポートするときでも、ＰＤＣＣＨブラインド復号の数は増大しない場合がある。
【００９３】
　[00116]一態様では、ＰＴＭ送信用にＵＥによってサポートされるダウンリンク送信モ
ードの場合、ダウンリンク送信モードによってサポートされるＤＣＩフォーマットに対応
する新しいＤＣＩフォーマットが生成され、新しいＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォー
マット１Ａに整合されたサイズを有する。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマッ
トは共通探索空間内で受信される。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマットはＵ
Ｅ固有探索空間内で受信され、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。たと
えば、上記で説明されたように、送信モードに固有の各ＤＣＩフォーマットは、ＰＴＭ送
信用の新しいＤＣＩフォーマットになるように修正される場合があり、新しいＤＣＩフォ
ーマットのサイズはＤＣＩフォーマット１Ａに整合される。たとえば、上記で説明された
ように、ＵＥは、新しいＤＣＩフォーマットが共通探索空間内でサポートされることを規
定する。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、新しいＤＣＩフォーマットがＵＥ
固有探索空間内でサポートされることを規定することができ、ＵＥ固有探索空間はＧ－Ｒ
ＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨに関連付けられる。
【００９４】
　[00117]図１２は、例示的な装置１２０２内の様々な手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１２００である。装置はＵＥであり得る。装置は、受信構成要
素１２０４と、送信構成要素１２０６と、通信構成構成要素１２０８と、送信モード可能
性管理構成要素１２１０と、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２と、チャネル管理構成要素１
２１４と、情報報告構成要素１２１６とを含む。受信構成要素１２０４は、１２６０にお
いて、送信構成要素１２０６と通信するように構成される場合がある。
【００９５】
　[00118]送信モード可能性管理構成要素１２１０は、１２６２および１２６４において
、送信構成要素１２０６を介して、ネットワークにＵＥのダウンリンク送信モード可能性
を報告する。一態様では、報告されたダウンリンク送信モード可能性は、複数のダウンリ
ンク送信モードのうちの１つでＰＴＭ送信を構成するために使用される。一態様では、送
信モード可能性管理構成要素１２１０は、ダウンリンク送信モード可能性についてｅＮＢ
１２５０に示すように構成されたＡＳにＵＥが最初に接続したとき、ＡＳにダウンリンク
送信モード可能性を報告することによって、ダウンリンク送信可能性を報告することがで
きる。別の態様では、送信モード可能性管理構成要素１２１０は、ＵＥがＰＴＭ送信を受
信するように決定すると、ｅＮＢ１２５０にダウンリンク送信モード可能性を報告するた
めにｅＮＢ１２５０との接続モードに入ることによって、ダウンリンク送信可能性を報告
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することができ、ＵＥは、ダウンリンク送信モードを報告した後、アイドルモードに入っ
てＰＴＭ送信を受信する。
【００９６】
　[00119]通信構成構成要素１２０８は、１２６６および１２６８において、受信構成要
素１２０４を介して、ネットワーク（たとえば、ｅＮＢ１２５０）から、複数のダウンリ
ンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信する。通信構成構成要素
１２０８は、ダウンリンク送信構成に従って複数のダウンリンク送信モードのうちの１つ
に基づいてダウンリンク通信を構成する。受信構成要素１２０４は、１２６６および１２
６８において、サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰ
ＴＭ送信を介してサービスを受信する。一態様では、複数のダウンリンク送信モードは、
ＰＤＳＣＨ用の送信モードである。一態様では、ＵＥは、ＰＴＭ送信用のランクに基づい
て、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信する。通信構成構成要素１２０８は、１２７０に
おいて、送信構成要素１２０６と通信構成を通信することができ、その結果、送信構成要
素１２０６は、１２６４において、通信構成に基づいてｅＮＢ１２５０にデータを送るこ
とができる。
【００９７】
　[00120]第１の方法によれば、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰ
ＤＳＣＨまたはＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨのいずれかの受信をサポートするように
構成される。ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は、１２６６および１２７２において、受信
構成要素１２０４を介して、Ｇ－ＲＮＴＩを監視するために、Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能な
サブフレームについての情報を受信する。
【００９８】
　[00121]一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩである。一態様では、Ｃ－
ＲＮＴＩはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩである。一態様では、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２が
Ｇ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに関する情報を受信した場合、ＲＮＴＩ管理
構成要素１２１２は、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを監視せずに、Ｇ－ＲＮ
ＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを監視し、ＲＮＴＩ管理構成要
素１２１２がＧ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに関する情報を受信しない場合
、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの
少なくとも１つと、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つと
を監視する。一態様では、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２が、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳ
のＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つと、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩの
うちの少なくとも１つとを監視した後、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうち
の少なくとも１つを有するＰＤＣＣＨを検出した場合、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は
、サブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視
することを止める。
【００９９】
　[00122]第２の方法によれば、ＵＥは、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰ
ＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートするように構成
される。チャネル管理構成要素１２１４は、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩとＧ－Ｒ
ＮＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを復号する。たとえば、チャネル管理構成要素１２１４
は、１２７４において、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２からＣ－ＲＮＴＩとＧ－ＲＮＴＩ
とを受信することができ、１２６６および１２７６において、受信構成要素１２０４を介
してＰＤＣＣＨを受信することができる。情報報告構成要素１２１６は、１２７８および
１２６４において、送信構成要素１２０６を介して、ｅＮＢ１２５０にＭＢＭＳ関心指示
メッセージを送る。ｅＮＢ１２５０は、ＰＴＭ送信用に、ＭＢＭＳ関心指示に基づいてＣ
－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートを構成することができる。一態様
では、ＭＢＭＳ関心指示メッセージがサービスを示さない場合、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付け
られたユニキャストデータレートは、ＰＴＭ送信用の最大データレートに等しいように設
定される。一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩである。一態様では、Ｃ－
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ＲＮＴＩはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩである。チャネル管理構成要素１２１４は、通信構成の
ために、１２８０において、通信構成構成要素１２０８と通信することもできる。
【０１００】
　[00123]第２の方法では、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は、１２６６および１２７２
において、受信構成要素１２０４を介して、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＳＣＨの送信に利
用可能なサブフレームについての情報を受信する。ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は、Ｇ
－ＲＮＴＩに利用可能なサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視する。
ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２ＵＥは、すべてのサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩを有する
ＰＤＣＣＨを監視する。
【０１０１】
　[00124]第２の方法では、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２がＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤ
ＣＣＨを検出した場合、ＲＮＴＩ管理構成要素１２１２は、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられ
たＰＤＣＣＨを取り下げる。
【０１０２】
　[00125]一態様では、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨはＵＥ固有探索空間内で受信さ
れ、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。そのような態様では、ＵＥ固有
探索空間内で、Ｇ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、あらかじめ決められたＣＣＥアグリ
ゲーションレベルに制限される。そのような態様では、ＵＥ固有探索空間内のＧ－ＲＮＴ
Ｉを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。一態様では、共通
探索空間内でＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨが送られる。一態様では、共通探索空間内
のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、ＤＣＩフォーマット１Ａに関連付けられる。
【０１０３】
　[00126]一態様では、ＰＴＭ送信用にＵＥによってサポートされるダウンリンク送信モ
ードの場合、ダウンリンク送信モードによってサポートされるＤＣＩフォーマットに対応
する新しいＤＣＩフォーマットが生成され、新しいＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォー
マット１Ａに整合されたサイズを有する。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマッ
トは共通探索空間内で受信される。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマットはＵ
Ｅ固有探索空間内で受信され、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。
【０１０４】
　[00127]装置は、図９～図１１の上述されたフローチャート内のアルゴリズムのブロッ
クの各々を実施する追加の構成要素を含む場合がある。したがって、図９～図１１の上述
されたフローチャート内の各ブロックは、１つの構成要素によって実施される場合があり
、装置は、それらの構成要素のうちの１つまたは複数を含む場合がある。構成要素は、述
べられたプロセス／アルゴリズムを遂行するように具体的に構成された１つもしくは複数
のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように
構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１０５】
　[00128]図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１２０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１３００である。処理システム１３１４は、バス１３２４に
よって全体的に表される、バスアーキテクチャを用いて実装される場合がある。バス１３
２４は、処理システム１３１４の具体的な適用例および全体的な設計制約に応じて、任意
の数の相互接続バスとブリッジとを含む場合がある。バス１３２４は、プロセッサ１３０
４によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と
、構成要素１２０４、１２０６、１２０８、１２１０、１２１２、１２１４、１２１６と
、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
１３２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路などの
様々な他の回路をリンクすることができるが、これらの回路は当技術分野においてよく知
られており、したがって、これ以上記載されない。
【０１０６】
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　[00129]処理システム１３１４は、トランシーバ１３１０に結合される場合がある。ト
ランシーバ１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ
１３１０は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トラン
シーバ１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０から信号を受信し、受信された信
号から情報を抽出し、抽出された情報を処理システム１３１４、具体的には受信構成要素
１２０４に供給する。加えて、トランシーバ１３１０は、処理システム１３１４、具体的
には送信構成要素１２０６から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複
数のアンテナ１３２０に印加されるべき信号を生成する。処理システム１３１４は、コン
ピュータ可読媒体／メモリ１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセッサ
１３０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６に記憶されたソフトウェアの実行を
含む、一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行され
ると、任意の特定の装置のための上述された様々な機能を処理システム１３１４に実施さ
せる。コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセ
ッサ１３０４によって操作されるデータを記憶するために使用される場合もある。処理シ
ステム１３１４は、構成要素１２０４、１２０６、１２０８、１２１０、１２１２、１２
１４、１２１６のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要素は、プロセッサ
１３０４内で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６内に存在する／記憶された
ソフトウェア構成要素、プロセッサ１３０４に結合された１つもしくは複数のハードウェ
ア構成要素、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ
３５０の構成要素の場合があり、メモリ３６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ３６８
、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少なくとも１
つを含む場合がある。
【０１０７】
　[00130]一構成では、ワイヤレス通信用の装置１２０２／１２０２’は、ネットワーク
から、複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送信構成を受信す
るための手段と、ダウンリンク送信構成に従って複数のダウンリンク送信モードのうちの
１つに基づいてダウンリンク通信を構成するための手段と、サービスに合う複数のダウン
リンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信を介してサービスを受信するための
手段とを含む。装置１２０２／１２０２’は、ネットワークにＵＥのダウンリンク送信モ
ード可能性を報告するための手段をさらに含み、報告されたダウンリンク送信モード可能
性により、ネットワークが報告されたダウンリンク送信モード可能性に基づいて複数のダ
ウンリンク送信モードのうちの１つでＰＴＭ送信を構成することが可能になる。装置１２
０２／１２０２’は、Ｇ－ＲＮＴＩを監視するために、Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能なサブフ
レームについての情報を受信するための手段をさらに含む。装置１２０２／１２０２’は
、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩとＧ－ＲＮＴＩの両方を有するＰＤＣＣＨを復号す
るための手段をさらに含む。装置１２０２／１２０２’は、基地局にＭＢＭＳ関心指示メ
ッセージを送るための手段をさらに含む。装置１２０２／１２０２’は、Ｇ－ＲＮＴＩを
有するＰＤＳＣＨの送信に利用可能なサブフレームについての情報を受信するための手段
と、Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能なサブフレーム内のＧ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視
するための手段と、すべてのサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視す
るための手段とをさらに含む。装置１２０２／１２０２’は、ＵＥがＧ－ＲＮＴＩを有す
るＰＤＣＣＨを検出した場合、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨを取り下げるた
めの手段をさらに含む。
【０１０８】
　[00131]上述された手段は、上述された手段によって列挙された機能を実施するように
構成された、装置１２０２、および／または装置１２０２’の処理システム１３１４の上
述された構成要素のうちの１つまたは複数であり得る。上述されたように、処理システム
１３１４は、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセ
ッサ３５９とを含む場合がある。したがって、一構成では、上述された手段は、上述され
た手段によって列挙された機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ３６８、Ｒ
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Ｘプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【０１０９】
　[00132]図１４Ａは、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート
１４００である。方法は、ｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ５０２またはｅＮＢ５５２、装置１
６０２／１６０２’）によって実施される場合がある。１４０２において、ｅＮＢは、Ｕ
ＥからＵＥのダウンリンク送信モード可能性を受信する。一態様では、ダウンリンク送信
モード可能性により、ｅＮＢが受信されたダウンリンク送信モード可能性に基づいて複数
のダウンリンク送信モードのうちの１つでＰＴＭ送信を構成することが可能になる。たと
えば、上記で説明されたように、各ＵＥは、ｅＮＢがそれぞれのＵＥへのＰＴＭ送信を構
成するために、ネットワークに送信モード可能性を報告することができる。一態様では、
ｅＮＢは、ダウンリンク送信モード可能性についてのＡＳからの指示を受信することによ
って、ダウンリンク送信モード可能性を受信し、ダウンリンク送信モード可能性は、ＵＥ
が最初にＡＳに接続したときにＡＳに報告される。たとえば、上記で説明されたように、
ＵＥが最初にＰＴＭ送信用にセットアップされたとき、ＵＥは、ＡＳにそれぞれの送信モ
ード可能性を報告することができ、ＡＳは報告された送信モード可能性についてｅＮＢに
知らせる。別の態様では、ＵＥがＰＴＭ送信を受信するように決定すると、ＵＥがｅＮＢ
との接続モードに入った後、ｅＮＢは、ＵＥからダウンリンク送信モード可能性を受信す
ることによって、ダウンリンク送信モード可能性を受信し、ｅＮＢがダウンリンク送信モ
ード可能性を受信した後、ＵＥがアイドルモードに入ったとき、ｅＮＢは、ＵＥにＰＴＭ
送信を送るように構成される。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥがＰＴＭ送信を
介してｅＮＢからサービスを受信する準備ができたので、ＵＥが最初にｅＮＢとの接続モ
ードに入ったとき、ＵＥはその送信モード可能性をｅＮＢに報告することができる。たと
えば、上記で説明されたように、ｅＮＢに送信モード可能性を報告した後、ＵＥは、ＰＴ
Ｍ送信に耳を傾け、ＰＴＭ送信を介してサービスを受信するために、アイドルモードに戻
る。
【０１１０】
　[00133]１４０４において、ｅＮＢは、ＰＴＭ送信を介するサービスのために複数のダ
ウンリンク送信モードのうちの１つを決定する。１４０６において、ｅＮＢは、サービス
に合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいて、ＰＴＭ送信を介して、ユ
ーザ機器（ＵＥ）にサービスを送信する。一態様では、複数のダウンリンク送信モードは
、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）用の送信モードである。以下で、１４０
８に関するさらなる説明が提供される。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、Ｐ
ＴＭ送信を介してサービスを受信することに適したダウンリンク送信モードのうちの任意
の１つで構成される場合がある。
【０１１１】
　[00134]図１４Ｂは、図１４Ａのフローチャート１４００から展開するワイヤレス通信
の方法のフローチャート１４５０である。方法はｅＮＢによって実施される場合がある。
１４０８において、ｅＮＢは図１４Ａの１４０８から続けることができる。１４５２にお
いて、ｅＮＢはＵＥからＣＱＩを受信する。１４５４において、ｅＮＢは、受信されたダ
ウンリンク送信モード可能性およびＣＱＩに基づいて、ＰＴＭ送信用のランクを決定し、
ＰＴＭ送信はランクに基づく。たとえば、上記で説明されたように、ｅＮＢは、ＵＥから
の送信モードおよびＣＱＩフィードバックに基づいて、ＰＴＭ送信用の高いランクを使用
することができる。
【０１１２】
　[00135]図１５Ａは、図１４Ａのフローチャート１４００から展開するワイヤレス通信
の方法のフローチャート１５００である。方法はｅＮＢによって実施される場合がある。
１４０８において、ｅＮＢは図１４Ａの１４０８から続けることができる。フローチャー
ト１５００では、ｅＮＢは、Ｃ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨまたはＧ－ＲＮＴＩに基づ
くＰＤＳＣＨのいずれかを利用して、ＵＥと通信する。たとえば、上記で説明されたよう
に、ＵＥは、同じサブフレーム内の同じキャリア上のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨま
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たはＧ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨのいずれかをサポートすることができる。１５０２
において、ｅＮＢは、ＵＥにＧ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに関する情報を
送る。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩ向けにスケジュールさ
れ得る潜在的なサブフレームについての情報を（たとえば、ｅＮＢによって）シグナリン
グされるべきであり、それらの潜在的なサブフレーム内で、ＵＥは、Ｇ－ＲＮＴＩを監視
し、Ｃ－ＲＮＴＩを監視しない場合がある。
【０１１３】
　[00136]図１５Ｂは、図１４Ａのフローチャート１４００から展開するワイヤレス通信
の方法のフローチャート１５５０である。方法はｅＮＢによって実施される場合がある。
１４０８において、ｅＮＢは図１４Ａの１４０８から続けることができる。フローチャー
ト１５５０では、ｅＮＢは、Ｃ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩに基づくＰ
ＤＳＣＨの両方を利用して、ＵＥと通信する。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥ
は、同じサブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩベースのＰＤＳＣＨおよびＧ－ＲＮＴＩベースの
ＰＤＳＣＨの同時受信をサポートすることができる。１５５２において、ｅＮＢは、ＵＥ
からＭＢＭＳ関心指示メッセージを受信する。１５５４において、ｅＮＢは、ＰＴＭ送信
用に、ＭＢＭＳ関心指示に基づいてＣ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレ
ートを構成する。たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは、ｅＮＢにＭＢＭＳ関心指
示メッセージを送ることができ、その結果、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基
づいてＰＴＭ送信を構成することができる。１５５６において、ｅＮＢは、受信されたＭ
ＢＭＳ関心指示メッセージがサービスを示さない場合、ＰＴＭ送信用の最大データレート
に等しいように、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートを設定する。
たとえば、上記で説明されたように、ＵＥは（たとえば、ＭＢＭＳ関心指示メッセージを
介して）具体的なＰＴＭサービスを示さず、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指示メッセージに基
づいて、すべての可能なＰＴＭサービスのデータレートの中で最も大きいデータレートを
考慮することによって、ユニキャスト送信用のデータレートを設定することができる。
【０１１４】
　[00137]一態様では、ＰＴＭ送信用にＵＥによってサポートされるダウンリンク送信モ
ードの場合、ダウンリンク送信モードによってサポートされるＤＣＩフォーマットに対応
する新しいＤＣＩフォーマットが生成され、新しいＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォー
マット１Ａに整合されたサイズを有する。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマッ
トは共通探索空間内で送られる。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマットはＵＥ
固有探索空間内で送られ、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。たとえば
、上記で説明されたように、送信モードに固有の各ＤＣＩフォーマットは、ＰＴＭ送信用
の新しいＤＣＩフォーマットになるように修正される場合があり、新しいＤＣＩフォーマ
ットのサイズはＤＣＩフォーマット１Ａに整合される。ＵＥは、新しいＤＣＩフォーマッ
トが共通探索空間内でサポートされることを規定する。たとえば、上記で説明されたよう
に、ＵＥは、新しいＤＣＩフォーマットがＵＥ固有探索空間内でサポートされることを規
定することができ、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨに関連
付けられる。
【０１１５】
　[00138]図１６は、例示的な装置１６０２内の様々な手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１６００である。装置はｅＮＢであり得る。装置は、受信構成
要素１６０４と、送信構成要素１６０６と、送信モード可能性管理構成要素１６０８と、
ＰＴＭ送信管理構成要素１６１０と、ユニキャスト管理構成要素１６１２とを含む。
【０１１６】
　[00139]送信モード可能性管理構成要素１６０８は、１６６２および１６６４において
、受信構成要素１６０４を介して、ＵＥ１６５０からＵＥ１６５０のダウンリンク送信モ
ード可能性を受信する。一態様では、ダウンリンク送信モード可能性により、ｅＮＢが報
告されたダウンリンク送信モード可能性に基づいて複数のダウンリンク送信モードのうち
の１つでＰＴＭ送信を構成することが可能になる。一態様では、ｅＮＢ（たとえば、送信



(32) JP 6661646 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

モード可能性管理構成要素１６０８）は、ダウンリンク送信モード可能性についてのＡＳ
からの指示を受信することによって、ダウンリンク送信モード可能性を受信し、ダウンリ
ンク送信モード可能性は、ＵＥ１６５０が最初にＡＳに接続したときにＡＳに報告される
。別の態様では、ＵＥ１６５０がＰＴＭ送信を受信するように決定すると、ＵＥがｅＮＢ
との接続モードに入った後、ｅＮＢ（たとえば、送信モード可能性管理構成要素１６０８
）は、ＵＥ１６５０からダウンリンク送信モード可能性を受信することによって、ダウン
リンク送信モード可能性を受信し、ｅＮＢがダウンリンク送信モード可能性を受信した後
、ＵＥ１６５０がアイドルモードに入ったとき、ｅＮＢは、ＵＥ１６５０にＰＴＭ送信を
送るように構成される。
【０１１７】
　[00140]送信モード可能性管理構成要素１６０８は、ＰＴＭ送信を介するサービスのた
めに複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを決定する。ＰＴＭ送信管理構成要素１
６１０は、１６６６および１６６８において、サービスに合う複数のダウンリンク送信モ
ードのうちの１つに基づいて、（たとえば、送信構成要素１６０６を使用して）ＰＴＭ送
信を介してＵＥ１６５０にサービスを送信する。一態様では、複数のダウンリンク送信モ
ードは、ＰＤＳＣＨ用の送信モードである。
【０１１８】
　[00141]ＰＴＭ送信管理構成要素１６１０は、１６６２および１６７０において、受信
構成要素１６０４を介して、ＵＥ１６５０からＣＱＩを受信する。ＰＴＭ送信管理構成要
素１６１０は、受信されたダウンリンク送信モード可能性およびＣＱＩに基づいて、ＰＴ
Ｍ送信用のランクを決定し、ＰＴＭ送信はランクに基づく。ＰＴＭ送信管理構成要素１６
１０は、ＵＥ１６５０へのＰＴＭ送信を管理するために、１６７２において、送信構成要
素１６０６にそのような情報を通信することができる。
【０１１９】
　[00142]第１の方法では、ｅＮＢは、サブフレーム内のＣ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣ
ＨまたはＧ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨのいずれかを利用して、ＵＥ１６５０と通信す
る。ｅＮＢは、ＵＥにＧ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに関する情報を送る。
【０１２０】
　[00143]第２の方法では、ｅＮＢは、Ｃ－ＲＮＴＩに基づくＰＤＳＣＨとＧ－ＲＮＴＩ
に基づくＰＤＳＣＨの両方を利用して、ＵＥ１６５０とサブフレーム内で通信する。ユニ
キャスト管理構成要素１６１２は、１６６２および１６７４において、ＵＥ１６５０から
ＭＢＭＳ関心指示メッセージを受信する。ユニキャスト管理構成要素１６１２は、ＰＴＭ
送信用に、ＭＢＭＳ関心指示に基づいてＣ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデー
タレートを構成する。ユニキャスト管理構成要素１６１２は、受信されたＭＢＭＳ関心指
示メッセージがサービスを示さない場合、ＰＴＭ送信用の最大データレートに等しいよう
に、Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートを設定する。ユニキャスト
管理構成要素１６１２は、ユニキャストデータレートを設定するために、１６７６におい
て、ＰＴＭ送信管理構成要素１６１０と通信することができる。ユニキャスト管理構成要
素１６１２は、ＵＥ１６５０へのユニキャスト送信を管理するために、１６７８において
、送信構成要素１６０６にユニキャストレートを通信することができる。
【０１２１】
　[00144]一態様では、ＰＴＭ用にＵＥ１６５０によってサポートされるダウンリンク送
信モードの場合、ダウンリンク送信モードによってサポートされるＤＣＩフォーマットに
対応する新しいＤＣＩフォーマットが生成され、新しいＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフ
ォーマット１Ａに整合されたサイズを有する。そのような態様では、新しいＤＣＩフォー
マットは共通探索空間内で送られる。そのような態様では、新しいＤＣＩフォーマットは
ＵＥ固有探索空間内で送られ、ＵＥ固有探索空間はＧ－ＲＮＴＩに関連付けられる。
【０１２２】
　[00145]装置は、図１４および図１５の上述されたフローチャート内のアルゴリズムの
ブロックの各々を実施する追加の構成要素を含む場合がある。したがって、図１４および
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図１５の上述されたフローチャート内の各ブロックは、１つの構成要素によって実施され
る場合があり、装置は、それらの構成要素のうちの１つまたは複数を含む場合がある。構
成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを遂行するように具体的に構成された１つ
もしくは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実
施するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のため
にコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１２３】
　[00146]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１６０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４に
よって全体的に表される、バスアーキテクチャを用いて実装される場合がある。バス１７
２４は、処理システム１７１４の具体的な適用例および全体的な設計制約に応じて、任意
の数の相互接続バスとブリッジとを含む場合がある。バス１７２４は、プロセッサ１７０
４によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と
、構成要素１６０４、１６０６、１６０８、１６１０、１６１２と、コンピュータ可読媒
体／メモリ１７０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１７２４はまた、タイ
ミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路などの様々な他の回路をリン
クすることができるが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがっ
て、これ以上記載されない。
【０１２４】
　[00147]処理システム１７１４は、トランシーバ１７１０に結合される場合がある。ト
ランシーバ１７１０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ
１７１０は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トラン
シーバ１７１０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０から信号を受信し、受信された信
号から情報を抽出し、抽出された情報を処理システム１７１４、具体的には受信構成要素
１６０４に供給する。加えて、トランシーバ１７１０は、処理システム１７１４、具体的
には送信構成要素１６０６から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複
数のアンテナ１７２０に印加されるべき信号を生成する。処理システム１７１４は、コン
ピュータ可読媒体／メモリ１７０６に結合されたプロセッサ１７０４を含む。プロセッサ
１７０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６に記憶されたソフトウェアの実行を
含む、一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ１７０４によって実行され
ると、任意の特定の装置のための上述された様々な機能を処理システム１７１４に実施さ
せる。コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセ
ッサ１７０４によって操作されるデータを記憶するために使用される場合もある。処理シ
ステム１７１４は、構成要素１６０４、１６０６、１６０８、１６１０、１６１２のうち
の少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要素は、プロセッサ１７０４内で動作し、
コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６内に存在する／記憶されたソフトウェア構成要素
、プロセッサ１７０４に結合された１つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそ
れらの何らかの組合せであり得る。処理システム１７１４は、ｅＮＢ３１０の構成要素の
場合があり、メモリ３７６、ならびに／またはＴＸプロセッサ３１６、ＲＸプロセッサ３
７０、およびコントローラ／プロセッサ３７５のうちの少なくとも１つを含む場合がある
。
【０１２５】
　[00148]一構成では、ワイヤレス通信用の装置１６０２／１６０２’は、ＰＴＭ送信を
介するサービスのために複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを決定するための手
段と、サービスに合う複数のダウンリンク送信モードのうちの１つに基づいてＰＴＭ送信
を介してＵＥ（たとえば、ＵＥ１６５０）にサービスを送信するための手段とを含む。装
置１６０２／１６０２’は、ＵＥからＵＥのダウンリンク送信モード可能性を受信するた
めの手段をさらに含み、ダウンリンク送信モード可能性により、基地局が受信されたダウ
ンリンク送信モード可能性に基づいて複数のダウンリンク送信モードのうちの１つでＰＴ
Ｍ送信を構成することが可能になる。装置１６０２／１６０２’は、ＵＥからＣＱＩを受
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信するための手段と、受信されたダウンリンク送信モード可能性およびＣＱＩに基づいて
ＰＴＭ送信用のランクを決定するための手段とをさらに含み、ＰＴＭ送信はランクに基づ
く。装置１６０２／１６０２’は、ＵＥにＧ－ＲＮＴＩを監視されるべきサブフレームに
関する情報を送るための手段をさらに含む。装置１６０２／１６０２’は、ＵＥからＭＢ
ＭＳ関心指示メッセージを受信するための手段と、ＰＴＭ送信用にＭＢＭＳ関心指示に基
づいてＣ－ＲＮＴＩに関連付けられたユニキャストデータレートを構成するための手段と
をさらに含む。装置１６０２／１６０２’は、受信されたＭＢＭＳ関心指示メッセージが
サービスを示さない場合、ＰＴＭ送信用の最大データレートに等しいように、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉに関連付けられたユニキャストデータレートを設定するための手段をさらに含む。
【０１２６】
　[00149]上述された手段は、上述された手段によって列挙された機能を実施するように
構成された、装置１６０２、および／または装置１６０２’の処理システム１７１４の上
述された構成要素のうちの１つまたは複数であり得る。上述されたように、処理システム
１７１４は、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセ
ッサ３７５とを含む場合がある。したがって、一構成では、上述された手段は、上述され
た手段によって列挙された機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ３１６、Ｒ
Ｘプロセッサ３７０、およびコントローラ／プロセッサ３７５であり得る。
【０１２７】
　[00150]開示されたプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階
層は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／
フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は、並べ替えられる場合がある
ことを理解されたい。さらに、いくつかのブロックは組み合わせられるか、または省略さ
れる場合がある。添付の方法クレームは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示し
、提示された特定の順序または階層に限定されるものではない。
【０１２８】
　[00151]これまでの説明は、当業者が本明細書に記載された様々な態様を実践すること
を可能にするために提供される。これらの態様への様々な修正は当業者には容易に明らか
であり、本明細書において規定された一般的な原理は他の態様に適用される場合がある。
したがって、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、ク
レーム文言に矛盾しない最大の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、
そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまた
は複数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書において、「例、
事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」として本
明細書に記載されたいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有利で
あると解釈されるべきではない。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語
は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、ま
たはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ
、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意
の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ
、複数のＢ、または複数のＣを含む場合がある。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
の少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、および
Ｃのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、ならびに
「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ
、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣの場合があり、任意のそのような
組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバを含む場合がある。当業者
には既知であるか、または後で既知になる、本開示全体にわたって記載された様々な態様
の要素に対するすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み
込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものである。その上、本明細書で開示された
いかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に列挙されているかどうかに
かかわらず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、「要素」、「デバイ
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ス」などの単語は、「手段」という単語の代替ではない場合がある。したがって、いかな
るクレーム要素も、その要素が「のための手段」という句を使用して明確に列挙されてい
ない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウン
リンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受信することと、
　前記ダウンリンク送信構成に従って前記送信ダイバーシティダウンリンク送信モードに
基づいてダウンリンク通信を構成することと、
　前記送信ダイバーシティ送信モードに基づいてポイントツーマルチプル（ＰＴＭ）ダウ
ンリンク送信を介してサービスを受信することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ＵＥが、同じサブフレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）とグループ無線ネットワーク一時
識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の両方の
同時受信をサポートするように構成される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　共通探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられる、Ｃ２に記
載の方法。
［Ｃ４］
　ＵＥ固有探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられる、Ｃ２
に記載の方法。
［Ｃ５］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの１つを示すダウンリンク送
信構成を受信することと、
　前記ダウンリンク送信構成に従って前記複数のダウンリンク送信モードのうちの前記１
つに基づいてダウンリンク通信を構成することと、
　サービスに合う前記複数のダウンリンク送信モードのうちの前記１つに基づいてポイン
トツーマルチプル（ＰＴＭ）送信を介して前記サービスを受信することとを備える、方法
。
［Ｃ６］
　ネットワークに前記ＵＥのダウンリンク送信モード可能性を報告することをさらに備え
、前記報告されたダウンリンク送信モード可能性が、前記複数のダウンリンク送信モード
のうちの１つで前記ＰＴＭ送信を構成するために使用される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記報告することが、
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記ネットワークに示すように構成されたアプリ
ケーションサーバ（ＡＳ）に前記ＵＥが最初に接続したとき、前記ＡＳに前記ダウンリン
ク送信モード可能性を報告することを含む、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ダウンリンク送信モード可能性を前記報告することが、
　前記ＵＥが前記ＰＴＭ送信を受信するように決定すると、前記基地局に前記ダウンリン
ク送信モード可能性を報告するために基地局との接続モードに入ることを含み、
　前記ＵＥが、前記ダウンリンク送信モード可能性を報告した後、アイドルモードに入っ
て前記ＰＴＭ送信を受信する、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
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　前記ＵＥが、ＰＴＭ送信用のランクに基づいて、前記ＰＴＭ送信を介して前記サービス
を受信する、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＵＥが、同じサブフレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）またはグループ無線ネットワーク
一時識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）に基づくＰＤＳＣＨのいずれかの受信をサポートするように
構成される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視するために、前記Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能なサブフレームにつ
いての情報を受信することをさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＧ－ＲＮＴＩであり、前記
Ｃ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＣ－ＲＮＴＩである、Ｃ１０に記
載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ＵＥが前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視されるべき前記サブフレームに関する情報を受信し
た場合、前記ＵＥが、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを監視せずに、Ｇ－ＲＮ
ＴＩまたは半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つ
を監視し、前記ＵＥが前記Ｇ－ＲＮＴＩを監視されるべき前記サブフレームに関する情報
を受信しない場合、前記ＵＥが、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少な
くとも１つと、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つとを監
視する、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ＵＥが、Ｇ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つと、Ｃ
－ＲＮＴＩまたはＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つとを監視した後、Ｇ－Ｒ
ＮＴＩまたはＳＰＳのＧ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを有する物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を検出した場合、前記ＵＥが、前記サブフレーム内のＣ－ＲＮ
ＴＩおよびＳＰＳのＣ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視することを止める、Ｃ１３に
記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＵＥが、同じサブフレーム内のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）
に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）とグループ無線ネットワーク一時
識別子（Ｇ－ＲＮＴＩ）に基づくＰＤＳＣＨの両方の同時受信をサポートするように構成
される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記同じサブフレーム内の前記Ｃ－ＲＮＴＩと前記Ｇ－ＲＮＴＩの両方を有する物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を復号することをさらに備える、Ｃ１５に記載の
方法。
［Ｃ１７］
　基地局にマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心指
示メッセージを送ることをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する前記ＰＤＳＣＨの送信に利用可能なサブフレームについての
情報を受信することと、
　前記Ｇ－ＲＮＴＩに利用可能な前記サブフレーム内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を監視することと、
　すべてのサブフレーム内の前記Ｃ－ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨを監視することとをさ
らに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＧ－ＲＮＴＩであり、前記
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Ｃ－ＲＮＴＩが半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）のＣ－ＲＮＴＩである、Ｃ１５に記
載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ＵＥが前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を
検出した場合、前記Ｃ－ＲＮＴＩに関連付けられたＰＤＣＣＨを取り下げることをさらに
備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）がＵＥ固有探
索空間内で受信され、前記ＵＥ固有探索空間が前記Ｇ－ＲＮＴＩに関連付けられる、Ｃ１
５に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記ＵＥ固有探索空間内で、前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する前記ＰＤＣＣＨが、あらかじめ
決められた制御チャネル要素（ＣＣＥ）アグリゲーションレベルに制限される、Ｃ２１に
記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記ＵＥ固有探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する前記ＰＤＣＣＨが、ダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられる、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する前記ＰＤＣＣＨが共通探索空間内で受信される、Ｃ１５に記
載の方法。
［Ｃ２５］
　共通探索空間内の前記Ｇ－ＲＮＴＩを有する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ａに関連付けられる、Ｃ１５に
記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記ＰＴＭ送信用に前記ＵＥによってサポートされるダウンリンク送信モードの場合、
前記ダウンリンク送信モードによってサポートされるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フ
ォーマットに対応する新しいＤＣＩフォーマットが生成され、前記新しいＤＣＩフォーマ
ットが、ＤＣＩフォーマット１Ａに整合されたサイズを有する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記新しいＤＣＩフォーマットが共通探索空間内で受信される、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記新しいＤＣＩフォーマットがＵＥ固有探索空間内で受信され、前記ＵＥ固有探索空
間が前記Ｇ－ＲＮＴＩに関連付けられる、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２９］
　基地局によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　ポイントツーマルチプル（ＰＴＭ）送信を介するサービスのために複数のダウンリンク
送信モードのうちの１つを決定することと、
　サービスに合う前記複数のダウンリンク送信モードのうちの前記１つに基づいて、前記
ＰＴＭ送信を介して、ユーザ機器（ＵＥ）に前記サービスを送信することとを備える、方
法。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　ネットワークから、複数のダウンリンク送信モードのうちの送信ダイバーシティダウ
ンリンク送信モードを示すダウンリンク送信構成を受信することと、
　　前記ダウンリンク送信構成に従って前記送信ダイバーシティダウンリンク送信モード
に基づいてダウンリンク通信を構成することと、
　　前記送信ダイバーシティ送信モードに基づいてポイントツーマルチプル（ＰＴＭ）ダ
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ウンリンク送信を介してサービスを受信することと
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサとを備える、ユーザ機器（ＵＥ
）。
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